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北奥方言の動詞のアクセント資料（1）

上野善道

東京大学名誉教授／国立国語研究所 理論・構造研究系 客員教授［–2015.03］／ 
国立国語研究所 共同研究員

要旨
　岩手県と青森県の，旧南部・津軽両藩の 6地点で約千項目からなる動詞のアクセント調査をした
報告を行なう。今回はその（1）として，2～ 3拍動詞の 603語を対象とする。アクセント情報と
並んで，その語音情報および必要に応じて意味に応じた語形の違いを付け加える *。

キーワード：北奥方言，南部方言，津軽方言，動詞，アクセント

1. はじめに

　今回から 2回に分けて北奥方言の動詞アクセントを報告する。「北奥方言」と題したものの秋
田県は含まれていないが，「南部・津軽方言」とすると青森県内だけの旧両藩が対象と解される
可能性があり，この題とした。ねらいは，岩手県の南部方言，青森県の南部方言，青森県の津軽
方言，すなわち，県の違いと藩の違いが交差している中でアクセントがどうなっているかを明ら
かにすることにある。

2. 調査地点と話者

　調査は 2016年から数回に分けて現地で行なった。調査地点と話者の情報を（1）に掲げる。地
点数は市町村単位で 6地点，話者数は私も含めると 8人である。

（1）  地点            話者     生年
   岩手県盛岡市八

はちまんちょう

幡町      中
なかや し ん や

谷眞也氏  1929年生まれ
   岩手県雫

しずくいしまち

石町下
しもまち

町    （故）上野ゑみ（母） 1926年生まれ
   同上（内省資料）       上野善道   1946年生まれ
   青森県八

はちのへ

戸市鮫
さめまち

町      柾
まさや

谷伸
のぶ お

夫氏  1948年生まれ
   青森県下北郡風

かざまうらむら

間浦村    越
えち

膳
ぜん

昌
まさ こ

子氏  1953年生まれ 以上，南部藩
   青森県弘

ひろさき

前市        小
お さ な い よ う こ

山内溶子氏 1951年生まれ 以下，津軽藩
   同上            鳴

なるみ

海春
はる

輝
き

氏  1952年生まれ
   青森県五

ごしょ が わ ら

所川原市      千葉凉
りょうこ

子氏  1950年生まれ

* ご教示下さった話者の皆さんに厚く御礼を申し上げる。査読者にも感謝する。本稿は JSPS科学研究費
19H00530（代表者：窪薗晴夫）による研究成果の一部である。同時に，国立国語研究所共同研究プロジェク
ト「対照言語学の観点から見た日本語の音声と文法」（プロジェクトリーダー：窪薗晴夫），並びに「日本の
消滅危機言語・方言の記録とドキュメンテーションの作成」（プロジェクトリーダー：木部暢子）の研究成
果も兼ねる。
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　以下の資料では，雫石町は母と私を別欄にし，弘前市の動詞項目は小山内氏と鳴海氏で分担し
て聞いた関係で一つの欄にまとめて掲げることにする。
　なお，関連する報告として，青森市方言の動詞と形容詞のアクセントをかなり詳しく扱った上
野（1986, 1991），（1）と同じ話者（および青森県つがる市の話者）を対象としつつ，その名詞と
形容詞を南部と津軽に分けて公表した上野（2017a, b, 2019）がある（津軽の形容詞は未刊）。

3. 見出し項目と表記

　ここでは見出し項目の見方とそれに関連する表記について述べ，具体的なアクセントや語形の
表記に関しては次節で扱う。
　項目は，金田一類別語彙を中心に作成した私家版の『アクセント調査票（C）』（未刊行）から
抜き出した。一部の基本的な単語については活用形のアクセントも調べたが（それについては第
2回に示す予定），大部分は終止形のアクセントのみを聞いた。なお，一部に文章語的な単語が
含まれていて話し言葉を旨とする方言には馴染まないものもあるが，一つの資料として，その旨
の情報付きでそのまま掲載する。
　「類」は金田一語類で，たとえば「2a1」は 2モーラ 1段活用動詞第 1類を，「2b2」は 2モーラ
5段活用動詞第 2類を意味する。「c, d」は特殊活用に適宜設けた。「2az, 3bz」など，最後が「z」
になっているのは金田一語類になく，新たに追加した単語である。大抵の場合にその「類」は推
定できるものの，特に明示はしていない。アクセントを中心とする論文なので，この「類」を冒
頭に掲げ，同じ類の中を項目の五十音順に並べてある。文脈なしで列挙された項目は意外に読み
にくいことがあるので，読みが複数ある漢字，読みにくいと思われた漢字には括弧内に読みを入
れたが，それ以外は五十音順と意味の注記を参考に判断されたい。
　見出し表記に続く（ ）は意味の注記である。「向く（北を；適性）」，「研ぐ（包丁；鉛筆を）」
のようにセミコロンで区切ってあるのは，その意味の違いがアクセントないし語形そのものの違
いに反映される可能性のある項目で，実際に違う場合は該当欄もセミコロンで分けて示す（紙幅
を考えて，文脈から自明と見た助詞類は適宜省いた）。「向く」の場合，五所川原市では方向を向
くのは頭高型の mugu 1，向き不向きの適性の意味では無核型の mugu 0で区別があるので，「1;0. 

(-gu)」と記す（「.」の後の語形の注記はどちらのアクセントでも有声音 gで出る意で，アクセン
トの違いに応じて語形も異なる場合は「.」なしでそれぞれ示す）。「研ぐ」の場合，標準語では
包丁は「研ぐ」，鉛筆は「削る」を用いるのに対して，北奥の大部分ではどちらにも「研ぐ」を
用いるので「1(-ngu. 鉛筆も )」とした（ngはガ行鼻音）。道具の鉛筆削りも「鉛筆研ぎ」と言う。
「投げる（球；ゴミを）」も同様で，全地点で捨てる意味で「ゴミを nangeru 2」と言う。
　漢字の違いで意味の違いの側面を代用した場合も少なくない。「解く」に対する「［説；溶；梳］」
などの［ ］注記がそれで，この一帯では「髪を梳く」とは言わないので，「髪は ke˜zuru」など
と具体的に注記をした。これは項目数を増やさずに，関連項目をまとめて一気に聞けるという効
果もねらっている。「開 (あ)く」に対する「［明，空］」も同様であるが，特に違いがない場合は
逐一の注記は省いた箇所も多い。調査の際も，自明かと思われるものは，ざっとした確認で済ま
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せたところもある。ここでも意味の違いが大きい，ないし別の単語が使われる可能性が高いと見
たものには「;」を用いたが，これらが別語か否かの認定に主眼があるわけではない。これまで
の調査経験と主観に基づくもので，あくまでも発見手段の一つにすぎない。あまりに煩雑になる
箇所は略した。
　［ ］記号は，この地域でよく使われる方言形にも当てた。「出る［デハル］」，「言う［セウ，ソ
ウ］」，「追う［ボウ］」，「嗅ぐ［カマル］」などがそれである。「出る」を deharu（出張る）と言う
のは全地域共通でそのアクセントは 2型なので「1［<普>2］」とし，具体的語形は見出しに出て
いるので省いた。（ちなみに，私の子供時代，年寄りは「出る」は《勉強が出来る》意で使い，
deru_warasu 1+3《出来る子供》，denE_warasu 2+3《出来ない子供》と言っていた）。一方，「追う［ボ
ウ］」は，岩手県側は「ボウ」なので「0［0］」としたが，対する青森県側（津軽側ではない）は「ボ
ル」と言うので，「0［boru 0］」と語形も記した。「買う」に対するカル（同根の場合は -ruと略記し，
-uと区別）など，類例は多数あり，これは顕著な地域特徴の一つである。動詞の -ウと -ルは頻
用されるテ形とタ形で同形になることから，基本形も圧倒的多数派の -ルに統一されたものであ
る。ただし，「撓う」は全地域で「撓る」のみである。「産む［生す］」のナス（Cf. 生さぬ仲）は，
津軽では使わないということなので「1［x］」とした。南部では逆に「産む」は使わず，その 1型
は借用語のアクセントである。同根語の「生まれる」は日常語で 0型であることと比較すること
でも分かる。同根語は，無核同士，有核同士で広義の式保存が成り立つのが通例である。
　「売れる（品物が；可）」の「可」は可能動詞の意味で，南部では自動詞とアクセントが異なる
所が多い。それを「0;2」のように記した。ただ，津軽ではこの形はあまり使わず，「終止形＋に
良い」（ウルニイー）の形を用いる。予想外だったのは，盛岡の話者もそうで，可能動詞を聞き
出すのに工夫を要した。すぐ隣町の私の場合，可能動詞は極めて生産的で，標準語では不自然な
例でも多くの場合は問題なく使え，かつ「urunu_i: 0+1」の「状況可能」に対して「能力可能」
の意味で用いる。それぞれの否定形は urene 0（自），urene 2（能力），uraene 0（状況）である。
　その他，「待つ［待ちる］」，「浮く［浮きる］」，「睨む［睨める］」など，活用のタイプが異なる単語（こ
れらは 5段ではなく 1段活用）の表示にも［ ］を用いた。これについては，可能動詞とともに
上野（1986: 4）も参照。

4. アクセント，語形，関連情報

　アクセントは，「昇り核」（/［/）の有無と位置を語頭から数えた数字で示す。無核型は 0とする。
下北の風間浦村以外は明確な「昇り核」の方言である。風間浦は 1か所卓立型で，読んでもらう
調査ではその判断が難しいが，昔語りの音調からやはり昇り核と判断した。
　（2）に私の雫石方言の具体例を示す。現実には陳述のイントネーションやアクセント単位の切
れ目の認定などが絡んで複雑な様相を呈するが，ここでは要点のみに整理して掲げることにする
（詳細は上野 1980を参照）。音調記号は，［ 上昇（上げ），］下降（下げ），］］下降調（拍内下降）
で，「.」は言い切り（そこで言い終える態勢での発音），「...」は接続（次に続ける態勢での発音）
の印である。「時」は zugi 2が本来形であるが，それにはこだわらず，分節音は標準語の形で示す。



104 上野善道／国立国語研究所論集 17: 101–130 (2019)

（2）  雫石方言
 型  終止形  連体形言い切り 同接続    終止形  連体形言い切り 同接続
 0  売［ル.   売ルト［キ］］.   売ルト［キ...  送［ル.   送ルト［キ］］.   送ルト［キ...

 1  ［取］ル.  ［取］ルトキ.   ［取ルトキ...  ［通］ル.  ［通］ルトキ.   ［通ルトキ...

 2                      下［ガ］ル. 下［ガ］ルトキ.  下［ガルトキ...

　ちなみに弘前方言の音調は，たとえば連体形言い切りでは，売［ルトキ］］.，［取ル］トキ. など
となる。音調型は方言により，また終止形と連体形でも異なるが，どの方言も /売ル=/（0型），
/［取ル /（1型）などで，アクセントは終止形も連体形も同じである。（2）の終止形は言い切り
形のみを掲げたが，その接続形では，たとえば「取る取らないはともかく」などにおいて［取ル
…となる。
　語形表記には，これまでと同様，キーボードから入力できるように設定した全国諸方言向けの
簡略音声表記を用いた。注意を要するものを（3）に示す。これら以外は，ほぼ通常のローマ字
読みを思えばよい。関連情報の記号も併せて掲げる。音声の注記は，「裂ける」に対する「2(-g-)」，
「下げる」に対する「2(-ng-)」のように，問題となる箇所に適宜絞って表示し，必ずしも sageru, 

sangeruなどとはしなかった。なお，弘前市では，分節音はほとんど標準語での回答であったの
で注記は少ないが，アクセントは本来の形と見られた上に，方言形も出てきた一部の項目，また
こちらから提示・確認を求めた項目については方言形の注記も加えた。

（3）  ˜b, ˜d, ˜z：前鼻音化有声破裂・破擦音（母音間のバダザ行に対応。青森側は時に ˜ が脱落）。
   ˜p, ˜c：前鼻音化無声破裂・破擦音（次の母音が無声化する環境で出る。無声化の印 ｡は省略）。
   c：無声破擦音チとツの子音（その有声音 zもまた，母音間で前鼻音がないときでも破擦音）。
   ng：鼻濁音（ガ行鼻音で，方言はもとより，標準語的発音でも例外なく出る。˜gはない）。
   N：撥ねる音。（ただし，詰まる音は，後続子音を繰り返す。また，長音は「：」で代用する。）
   E：広いエ（私は eに統合している。青森側の話者でも時に出るが，対立はないと見て eに）。
   中 舌母音：表記せず，音韻的な判断で si, su, ci, cu, zi, zuのいずれかに割り振った。（今や全

員が標準語の発音もできる時代で，方言生活にもそれが反映しており，現実には標準語
のシ，ジ，チの音声もよく出る。そのため，子音の前鼻音性，有声性，鼻濁音に比し
て綿密な書き分けは意図しなかった。方言形にシ (やシェ )が固定的に出る場合のみ，
sji(,sje)とした。）

   語 頭のイ：微妙なケースもあるが，話者が「エ」と報告したもの以外は i とした。（これ
に関しても，上記と似た状況にある。私の場合はイに統一されており，「偉い」までも
親世代の erEの両母音の違いを反映させた上で ire となっている。上述のように Eはす
でにない。）

   _：アクセント単位の切れ目。アクセント表記では 0+1のように「+」が対応する。
   <m>：稀。見出し語形は稀でもアクセントが得られた場合は記し，日常語形を（　）に入れた。
   <n>：新。新しい単語・用法。
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   <o>：古。古い用法，古老が用いていた用法。
   x：使わない意。その直後の語形は使わないときは，語形との区別のために <x>とする。
   <聞 >：自分では使わないが聞くことはある形。
   <普 >：普通。普段よく用いる形。
   (OK)：私が観察・記録した限りにおいて，これで可（入力ミスにあらず）。
   ?：自信なし，疑問，不確か。
   –：未確認，調査漏れなど。
   <：その右側の語形に由来。

　本来は，このあと，そのアクセント体系について触れるべきところであるが，次回 4～ 7モー
ラ語の資料も提示した段階で述べることにする。なお，/t, d, ˜d/，/k, g, ŋ/の 3系列子音音素解釈
については，上野（2019）に新たな視点から述べた点がある。

参照文献
上野善道（1980）「アクセントの構造」柴田武編『講座言語 1　言語の構造』85–134．東京：大修館書店．
上野善道（1986）「青森市方言の動詞のアクセント」『日本海文化』13: 1–49．金沢大学．
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Abstract
This paper is the first of the two reports that present accent data of approximately one thousand 
verbs from six places in Iwate and Aomori Prefectures. This report provides the accent and 
segmental information of 603 two- or three-mora-long verbs with some additional remarks on 
their meanings.
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-g
u)

0(
-g

u)
0(

-g
u)

0
0(

-g
u)

2b
1
言
う

 [ セ
ウ
，ソ
ウ

]
0(

sja
˜b

er
u 

2)
 [s

ou
 

1]
0(

sja
˜b

er
u 

2)
 

[s
jeu

,so
u 

1]
0(

sja
˜b

er
u 

2)
 [s

jiu
 

1]
0[

he
ru

 1
]

0[
he

ru
 1

]
< m

> 0
(sj

ab
er

u 
2)

[ 南
部
は

 se
ru

 1
]

< m
> 0

(sj
a ˜

be
ru

 2
)

[x
]

2b
1
行
く（
学
校
に
；
う
ま
く
～
）

0(
eg

u)
0(

eg
u)

0(
ig

u)
0(

ig
u)

0(
ig

u)
0

0(
ig

u)
2b

1
入（
い
）る
（
気
に
）

0
0

0
1

0
0

0
2b

1
産
む

 [ 生
す

]
< m

> 1
[<
普

> 1
]

< m
> 1

[<
普

> 1
]

< m
> 1

[<
普

> 1
]

< m
> 1

[<
普

> 1
]

< m
> 1

[<
普

> 1
]

1[
x]

1[
x]

2b
1
売
る（
物
，顔
を
）

0
0

0
0

0
0

0
2b

1
追
う

 [ ボ
ウ

]
0[

0]
0[

0]
0[

0]
0[

bo
ru

 0
]

0[
bo

ru
 0

]
0[

bo
ru

 0
]

0[
bo

ru
 0

]
2b

1
置
く

 [ 措
]

0(
-g

u)
0(

-g
u)

0(
-g

u)
0(

-g
u)

0(
-g

u)
0

0(
-g

u)
2b

1
押
す

 [ 推
，捺

]
0

0
0 （
判
は

cu
gu

 0
）

0
0

0
0

2b
1
織
る（
機
を
）

1
0(

O
K

)
1

1
1

1
1

2b
1
買
う（
物
を
；
高
く
評
価
）

0
0

0
0(

-r
u)

0(
-r

u)
0(

-r
u)

0(
-r

u)
2b

1
嗅
ぐ

 [ カ
マ
ル

]
0[

0]
0[

0]
0[

0(
他
動
詞

). 
ka

m
ar

i_
su

 0
+0

 
は
自
動
詞

]

0
0(

ka
m

ur
u)

(O
K

) 
[k

am
ar

i(k
ko

)_
su

 
0+

0]

0[
ka

m
ar

i_
su

 0
+0

]
0[

ka
m

ar
i_

su
 0

+0
]

2b
1
貸
す（
金
；
手
を
）

0
0

0
0 

C
f.k

as
u 

1(
壊
す

)
0

0
0

2b
1
刈
る（
稲
を
）

0
0

0
0

0
0

0
2b

1
聞
く

 [ 聴
，訊

]
0(

-g
u)

0(
-g

u)
0(

-g
u)

0(
-g

u)
0(

-g
u)

0
0(

-g
u)

2b
1
汲
む（
水
；
気
持
を
）

0
0

0
0

0
0

0
2b

1
消
す（
火
，電
気
，字
を
）

0
0

0
0

0
0

0
2b

1
越
す（
先
を
）

0
0

0
0

0
0

0
2b

1
咲
く

0(
-g

u)
0(

-g
u)

0(
-g

u)
0(

-g
u)

0(
-g

u)
0

0(
-g

u)
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類

項
目

盛
岡

雫
石

雫
石（
内
省
）

八
戸

風
間
浦

弘
前

五
所
川
原

2b
1
去
る

 [ 退
（
ど
）く

]
1(

sja
ru

,<
o>

m
u ˜

zjo
ru

 
2)

. u
su

ro
ko

˜zj
aru

 5 
( 後
ず
さ
り

)

1(
sja

ru
,<

o>
m

u ˜
zjo

ru
 

2)
1(

sja
ru

,<
o>

m
u ˜

zjo
ru

 
2. 
ず
れ
て
席
を
空

け
る

)

1(
m

o ˜
zjo

ru
 2

)
1(

sa
ru

 退
く
意

)
1[

x]
< m

> 1
[d

og
u 

0]

2b
1
敷
く（
布
団
；
鉄
道
を
）

0(
su

gu
)

0(
su

gu
)

0(
su

gu
.<

x>
hi

gu
)

0(
su

gu
.<

x>
hi

gu
)

0(
sig

u)
0

0(
sig

u)
2b

1
死
ぬ

 [ 死
ぬ
る

]
0[

x]
0[

x]
0[

x]
0[

x]
0[

x]
0[

x]
0[

x]
2b

1
吸
う（
息
；
乳
を
）

0
0

0
0

0(
su

ru
)

0
0(

-r
u)

;si
na

˜b
ur

u 
0

2b
1
空（
す
）く

 [ 透
，鋤
，漉
，梳

]
0(

-g
u)

0(
-g

u)
0(

-g
u.
腹
は

he
ru

 
0)

0(
-g

u)
0(

-g
u)

< m
> 0

< m
> 0

(-
gu

)[ 透
明

は
sik

er
u 

0, 
梳
は

to
ga

su
 2

]
2b

1
焚
く（
火
，風
呂
を
） 

[ 炊
]

0(
-g

u)
0(

-g
u)

0(
-g

u)
0(

-g
u)

0(
-g

u)
0

0(
-g

u)
2b

1
足
す（
数
；
用
を
）

0
0

0
0

0
0

0
2b

1
散
る（
花
，火
花
，気
が
）

0(
cu

-)
0(

cu
-)

0(
cu

-)
0(

cu
-)

0(
ci-

)
0

0
2b

1
突
く

 [ 衝
]

0(
cu

gu
)

0(
cu

gu
)

0(
cu

gu
) (手
も

)
0(

cu
gu

)
0(

cu
gu

)
0(
手
を
～
も

)
1(

-g
u)

(O
K

)
2b

1
継
ぐ

 [ 注
，接

]
0(

cu
ng

u)
0(

cu
ng

u)
0(

cu
ng

u)
0(

cu
ng

u)
0(

cu
ng

u)
0(

cu
ng

u)
0(

cu
ng

u)
2b

1
積
む（
薪
；
経
験
を
）

0
0

0
0

0
0

0
2b

1
摘
む（
花
，お
茶
を
）

0
0

0(
布
目
や
将
棋
の

「
詰
む
」は

< m
> 1

か
）

0
0

0
0

2b
1
釣
る

 [ 吊
；
攣

]
0[
攣
る
は

ko
˜b

ur
ak

E
ru

_s
u 

4+
0]

0
0

0
0

0
0

2b
1
飛
ぶ

 [ 跳
]

0(
- ˜

bu
)

0(
- ˜

bu
)

0(
- ˜

bu
)

0(
- ˜

bu
)

0(
- ˜

bu
)

0
0(

- ˜
bu

)
2b

1
泣
く

 [ 鳴
]

0(
-g

u)
0(

-g
u)

0(
-g

u)
0(

-g
u)

0(
-g

u)
0

0(
-g

u)
2b

1
鳴
る（
鐘
；
腕
，腹
が
）

0
0

0
0

0
0

0
2b

1
抜
く

 [ 貫
]

0(
-g

u)
0(

-g
u)

0(
-g

u)
[<

m
>]

0(
-g

u)
0(

-g
u)

0
0(

-g
u)

2b
1
塗
る（
色
；
泥
を
）

0
0

0
0

0
0

0
2b

1
乗
る

 [ 載
]

0
0

0
0(

nu
ru

)
0(

nu
ru

)
0

0
2b

1
履
く（
靴
を
）[ （
ズ
ボ
ン
を
）穿

]
0(

-g
u)

0(
-g

u)
0(

-g
u)

0(
-g

u)
0(

-g
u)

0
0(

-g
u)

2b
1
張
る

 [ 貼
]

0
0

0
0

0
0

0
2b

1
引
く

 [ 弾
，退
，轢

]
0(

-g
u)

0(
-g

u)
0(

-g
u)

0(
-g

u)
0(

-g
u)

0
0(

-g
u)

[ 轢
く
は

 
ka

ga
ru

,k
ag

er
u 

2]
2b

1
拭
く（
テ
ー
ブ
ル
，汗
を
）

0(
-g

u)
0(

-g
u)

0(
-g

u)
0(

-g
u)

0(
-g

u)
0

0(
-g

u)
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類

項
目

盛
岡

雫
石

雫
石（
内
省
）

八
戸

風
間
浦

弘
前

五
所
川
原

2b
1
葺
く（
屋
根
を
）

1(
-g

u)
(O

K
)

0(
-g

u)
0(

-g
u)

0(
-g

u)
0(

-g
u)

0
0(

-g
u)

2b
1
踏
む（
足
で
；
四
股
を
）

0
0

0(
< o

> 馬
に
踏
ま

れ
た

= 蹴
ら
れ
た

)
0

0
0

0

2b
1
振
る（
手
，塩
；
異
性
を
；
棒
に
）

0
0

0
0

0
0

0
2b

1
巻
く（
糸
を
；
海
苔
で
；
煙
に
）

0(
-g

u)
0(

-g
u)

0(
-g

u)
0(

-g
u)

0(
-g

u)
0

0(
-g

u)
2b

1
向
く（
北
を
；
適
性
）

1(
-g

u.
命
令
形
は

m
ug

e 2
)(O

K
)

0(
-g

u)
0(

-g
u)

0(
-g

u)
0(

-g
u)

1(
と
も
に

)
1;

0.
(-

gu
)

2b
1
揉
む（
肩
を
；
塩
で
；
稽
古
）

0
0

0
0

0
0

0
2b

1
盛
る（
土
；
毒
を
）

0
0

0
0

0
0

0
2b

1
焼
く

 [ 妬
]

0(
-g

u)
0(

-g
u)

0(
-g

u)
0(

-g
u)

0(
-g

u)
0

0(
-g

u)
2b

1
止（
や
）む
（
雨
が
）

1
1

1 (
終
止
形

< m
> .

an
ga

ru
 0

)
1

1
1

1

2b
1
や
る（
物
を
人
に
；
す
る
）

0
0

0
0

0
0

0
2b

1
結
う（
帯
，髪
を
）

0(
帯
は

m
us

u ˜
bu

 
0)

0
0

1(
ju

ki
pa

ru
 3

, 束
は

 
m

ar
og

u 
0)

1
< m

> 1
( 帯
は

m
ag

u 
0, 

sim
er

u 
2)

x(
m

us
u ˜

bu
 0

)

2b
1
呼
ぶ

 [ 呼
バ
ウ

]
0[

jo
˜b

au
 0

]
0[

jo
˜b

au
 0

]
0[

jo
˜b

au
 0

]
0[

jo
˜b

ar
u 

0]
0[

jo
˜b

ar
u 

0]
0[

jo
ba

ru
 0

]
0[

jo
˜b

ar
u 

0]
2b

1
寄
る（
家
；
右
に
；
相
撲
） 

[ 依
]

0
0

0
0

0
0

0
2b

1
沸
く（
風
呂
が
） 

[ （
温
泉
が
）湧

]
0(

-g
u)

0(
-g

u)
0(

-g
u)

0(
-g

u)
0(

-g
u)

0
0(

-g
u)

2b
1
割
る（
薪
；
割
り
算
；
水
で
）

0
0

0
0

0
0

0
2b

2
会
う

 [ 合
] （
→
出
会
う
）

1
1

1
1(

-u
)

1(
-u

)
1(

-u
)

1(
ar

u)
,ig

ia
ru

 3
2b

2
編
む（
セ
ー
タ
ー
，髪
；
文
集
を
）

1
1

1
1

1
1

1
2b

2
打
つ（
球
；
手
を
）

1(
-z

u)
1(

-z
u)

1(
-z

u)
1(

-z
u)

1(
-z

u)
1

1(
-z

u)
2b

2
膿
む

 [ 熟
→
熟
す

]
1[

zju
gu

re
ru

 3
]

1[
1]

1[
1]

1[
1]

1[
1]

1[
zju

gu
su

 2
, 

zju
gu

re
ru

 3
]

< m
> 1

(u
m

i_
m

oz
u 

2+
1)

 [1
]

2b
2
折
る（
枝
；
紙
を
）

1 (
枝
は

oc
cjo

ru
 3も

)
1

1 (
枝
は

oc
cjo

ru
 3も

)
1

1
1

1
2b

2
飼
う

 [ （
つ
っ
ぱ
り
，鍵
を
）支

]
1[

1]
1[

1]
1[

1]
1[

1]
.(-

u)
0(

ka
ru

)(O
K

)
[k

au
 1

, k
as

er
u 

2.
< x

> t
ad

er
u]

< m
> 0

(k
ar

u)
,ta

de
ru

 
2.

[x
]

0(
ka

ru
小
鳥

), 
ta

de
ru

 2
( 犬
猫
馬

鶏
)) 

[k
az

u 
1]

2b
2
書
く

 [ 描
，掻

]
1(

-g
u)

1(
-g

u)
1(

-g
u.
恥
も

)
1(

-g
u)

1(
-g

u)
1

1(
-g

u)
2b

2
勝
つ

 [ 克
]

1(
-z

u)
1(

-z
u)

1(
-z

u)
1(

-z
u)

1(
-z

u)
1

1(
-z

u)
2b

2
噛
む（
歯
で
）

1
1

1(
せ
り
ふ
に
は
言

わ
な
い

)
1

1
1

1

2b
2
切
る

 [ 斬
，伐
，截

]
1

1
1

1
1

1
1
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類

項
目

盛
岡

雫
石

雫
石（
内
省
）

八
戸

風
間
浦

弘
前

五
所
川
原

2b
2
食
う（
飯
を
；
生
計
）

1(
ku

)
1(

ku
)

1(
ku

)
1(

ku
:)

1(
ku

)
1

1(
ku

)
2b

2
組
む（
腕
；
仲
間
と
手
を
）

1
1

1
1

1
1

1
2b

2
繰（
く
）る
（
糸
を
）

1
0(

O
K

)
1

< m
> 1

? 0
?

x(
ku

gu
ru

 0
)

1
x(

ku
gu

ru
 0

)
2b

2
扱
く（
稲
を
）

1(
-g

u)
1(

-g
u)

1(
-g

u)
1(

-g
u)

1(
-g

u)
1

1(
-g

u)
2b

2
漕
ぐ

1(
-n

gu
)

1(
-n

gu
)

1(
-n

gu
)

1(
-n

gu
)

1(
-n

gu
)

1 
(-

ng
u)

1(
-n

gu
)

2b
2
裂
く

 [ 割
]

1(
-g

u)
1(

-g
u)

1(
-g

u)
1(

-g
u)

1(
-g

u)
1

1(
-g

u)
2b

2
指
す

 [ 刺
，差
，挿

]
1

1
1

1
1

1
1

2b
2
済
む（
気
が
） 

[ 澄
]

1
1

1
1

1
1

< m
> 1

 [<
m

>1
]

2b
2
住
む

 [ 棲
]

1
1

1(
iru

 0
が
最
も
普

通
)

1
1

1
< m

> 1
(ir

u 
0)

2b
2
磨
る

 [ 刷
，摺
，擦
，掏

]
1

1
1

1
1

1
1

2b
2
剃
る［
ソ
ル

/ ス
ル
］

1(
so

ru
が
多
い

)
1(

su
ru

)
1(

su
ru

)
1(

so
ru

)
1(

so
-,s

u-
)

1(
so

ru
)

1(
su

ru
,so

tta
が
多

い
か

)
2b

2
出
す（
中
か
ら
，手
紙
，芽
，口
を
）

1
1

1
1

1
1

1
2b

2
立
つ

 [ 建
；
経

]
1(

-z
u)

1(
-z

u)
1(

-z
u)

1(
-z

u)
1(

-z
u)

1
1(

-z
u)

2b
2
着
く

 [ 付
，就

]
1(

cu
gu

)
1(

cu
gu

)
1(

cu
gu

)
1(

cu
gu

)
1(

cu
gu

)
1

1(
cu

gu
)

2b
2
搗
く（
餅
を
）

1(
cu

gu
)

1(
cu

gu
)

1(
cu

gu
)

0(
cu

gu
)

1(
cu

gu
)

1
0,

1.
(c

ug
u)

2b
2
照
る（
日
が
）

1
1

1
1

1
1

< m
> 1

(sa
su

,d
er

u 
1)

2b
2
解
く

 [ 説
；
溶
；
梳

]
1(

-g
u)

 [髪
は

ke
˜ z

ur
u 

0]
1(

-g
u)

[ 髪
は

ke
˜z

ur
u 

0]
1(

-g
u)

[ 髪
は

ke
˜z

ur
u 

0]
1(

-g
u)

[ 髪
は

ke
˜z

ur
u 

0]
1(

-g
u)

[ 髪
は

to
ga

su
 2

]
1[
髪
は

su
gu

 0
, 

ha
da

ge
ru

 3
]

1(
-g

u)
 [髪
は

ha
˜ d

ag
er

u 
3]

2b
2
研
ぐ（
包
丁
；
鉛
筆
を
）

1(
-n

gu
. 鉛
筆
も

)
1(

-n
gu

. 鉛
筆
も

)
1(

-n
gu

. 鉛
筆
も

)
1(

-n
gu

. 鉛
筆
も

)
1(

-n
gu

. 鉛
筆
も

)
1(

-n
gu

. 鉛
筆
は

ke
zu

ru
 0

)
1(

-n
gu

. 鉛
筆
も

)

2b
2
取
る

 [ 採
， 
撮
， 
盗

]
1

1
1

1
1

1
1

2b
2
綯（
な
）う
（
縄
を
）

1
1

1
1(

-u
)

1(
-r

u)
1(

-r
u)

1(
-r

u)
2b

2
成
る

 [ 生
]

1
1

1
1

1
1

1
2b

2
縫
う（
裁
縫
；
手
術
；
間
を
）

1
1

1
1(

-u
)

1(
-r

u)
1(

-u
)

1(
-r

u)
2b

2
脱
ぐ（
靴
，上
着
を
；
一
肌
～
）

1(
-n

gu
)

1(
-n

gu
)

1(
-n

gu
)

1(
-n

gu
)

1(
-n

gu
)

1(
-n

gu
)

1(
-n

gu
)

2b
2
練
る（
粉
；
案
を
）

1
1

1
1

1
1

1
2b

2
飲
む（
酒
，水
；
薬
；
タ
バ
コ
を
）

1
1

1 (
今
は
タ
バ
コ
は

su
u 

0)
1

1
1

1

2b
2
這
う（
赤
ん
坊
；
ナ
メ
ク
ジ
が
）

1
1

1
1(

-u
)

1
1(

-u
)

1(
-r

u)
2b

2
掃
く（
庭
を
）

1(
-g

u)
1(

-g
u)

1(
-g

u.
 名
詞
の
箒

は
ha

gi
 1

)
1(

-g
u)

1(
-g

u)
1

1(
-g

u)
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類

項
目

盛
岡

雫
石

雫
石（
内
省
）

八
戸

風
間
浦

弘
前

五
所
川
原

2b
2
吐
く（
息
；
食
物
を
）

1(
-g

u)
1(

-g
u)

1(
-g

u)
1(

-g
u)

1(
-g

u)
1

1(
-g

u)
2b

2
剥
ぐ（
皮
を
）

1(
-n

gu
)

1(
-n

gu
)

1(
-n

gu
)

1(
-n

gu
)

1(
-n

gu
)

1(
-n

gu
)

1(
-n

gu
)

2b
2
吹
く

 [ 噴
]

1(
-g

u)
1(

-g
u)

1(
-g

u)
1(

-g
u)

1(
-g

u)
1

1(
-g

u)
2b

2
降
る（
雨
，雪
；
霜
が
）

1
1

1
1

1
1

1
2b

2
干
す

 [ 乾
]

1
1

1
1

1
1

1
2b

2
掘
る

 [ 彫
]

1
1

1
1

1
1

1
2b

2
蒔（
ま
）く
（
種
を
）[ （
餅
を
）撒

]
1(

-g
u)

1(
-g

u)
1(

-g
u)

1(
-g

u)
1(

-g
u)

1
1(

-g
u)

2b
2
待
つ

 [ 待
ち
る

]
1(

-z
u)

[m
az

ur
u 

2]
1[

?]
1[

< o
> m

az
ur

u 
2]

1(
m

az
u)

[x
]

1(
m

az
u)

[m
az

iru
 

2]
1[

x]
1(

m
az

u)
[m

az
iru

 
2]

2b
2
蒸（
む
）す
（
調
理
；
天
候
）

1
1

1
1

1
1

1
2b

2
持
つ

 [ 保
]

1(
-z

u.
ta

na
gu

 2
)

1(
-z

u.
ta

na
gu

 2
)

1(
-z

u.
ta

na
gu

 2
)

1(
-z

u)
1(

-z
u)

1
1(

-z
u)

2b
2
漏
る（
雨
が
） 

[ モ
ル

/ ム
ル

]
1(

m
ur

u)
1(

m
ur

u)
1(

m
ur

u)
1(

m
ur

u)
1(

m
ur

u)
1(

m
ur

u)
1(

m
ur

u)
2b

2
病
む（
気
に
）

1
1

1 (
病
気
は

< o
> )

1
1

1
1

2b
2
酔
う（
酒
；
舟
に
）

1
1

1
1(

-r
u と
も

)
1(

-u
)

1(
-r

u も
か

)
1(

-r
u)

2b
2
読
む

 [ 詠
]

1
1

1
1

1
1

1
2b

2
縒（
よ
）る
（
糸
，紙
を
）

1
1

1
1

1
1

1
2b

3
居（
お
）る

< m
> 1

(e
ru

 0
)

< m
> 1

(ir
u 

0)
< m

> 1
(ir

u 
0)

< m
> 1

(ir
u 

0)
< m

> 1
(ir

u 
0)

< m
> 1

(ir
u 

0)
< m

> 1
(ir

u 
0)

2b
z
煎
る（
豆
を
） 

[ 炒
]

1
1

1
1

1
1

1
2b

z
要
る（
金
が
）

0
0

0
0

0
0

0
2b

z
浮
く

 [ 浮
き
る

]
0(

-g
u)

[<
o>

ug
iru

 
0]

0(
-g

u)
[u

gi
ru

 0
]

0(
-g

u)
[<

o>
ug

iru
 

0]
0(

-g
u)

[<
聞

> 0
]

0(
-g

u)
[u

gi
ru

 0
]

0[
x]

0(
-g

u)
[u

ga
ru

 
(O

K
) 0

]
2b

z
効
く（
薬
が
）

0(
-g

u)
0(

-g
u)

0(
-g

u)
0(

-g
u)

0(
-g

u)
0

0(
-g

u)
2b

z
利
く（
口
を
）

0(
-g

u)
0(

-g
u)

0(
-g

u)
0(

-g
u)

0(
-g

u)
0

0(
-g

u)
2b

z
蹴
る（
球
を
；
拒
絶
）

< m
> 1

(k
et

to
˜b

as
u 

3)
< m

> 1
(k

et
to

˜b
as

u 
3)

< m
> 1

(k
et

to
˜b

as
u 

3)
1

1
1

1

2b
z
漉
す（
味
噌
を
）

1
1

1
1

1
0(

O
K

)
0(

O
K

)
2b

z
込
む（
バ
ス
が
） 

[ 混
]

1
1

1
1

1
1

1
2b

z
凝
る（
肩
が
；
趣
味
に
）

1
1

1
1

1
1

0(
O

K
)

2b
z
背
負（
し
ょ
）う
（
荷
物
；
責
任
を
）

0
0

0
0(

sjo
ru
も

)
0(

sjo
ru

)
0(

sjo
ru

)
0(

sjo
ru

)
2b

z
急（
せ
）く
（
気
が
）

1(
sje

gu
)

1(
se

gu
)

1(
se

gu
)

1(
se

gu
,h

eg
u)

1(
se

gu
)

1
1(

he
gu

)
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類

項
目

盛
岡

雫
石

雫
石（
内
省
）

八
戸

風
間
浦

弘
前

五
所
川
原

2b
z
削
ぐ（
や
る
気
を
）

1(
-n

gu
)

1(
-n

gu
)

1(
-n

gu
)

1(
-n

gu
)

1(
-n

gu
)

1(
-n

gu
)

< m
> 1

(n
eg

u_
su

 
1+

0 
な
く
す

)
2b

z
反
る（
体
が
）

1
1

1
1

1
1

1(
so

rig
er

u 
3)

2b
z
抱
く（
赤
ん
坊
，肩
を
）

0(
-g

u)
0(

-g
u)

0(
-g

u)
0(

-g
u)

0(
-g

u)
0

0(
-g

u)
2b

z
接（
は
）ぐ
（
布
き
れ
を
）

< m
> 0

(-
ng

u)
( 女
性

用
語

)
0(

-n
gu

)
0(

-n
gu

)
0?

(-
ng

u)
0(

-n
gu

)
0(

-n
gu

)
0(

-n
gu

)

2b
z
ぶ
つ（
打
つ
）

< m
> 1

(b
uz

u.
hu

ta
cu

ke
ru

 2
, 

bu
ta

cu
ke

ru
 2

,
bu

tta
da

gu
 4

)

1(
bu

zu
)

< m
> 1

(b
uz

u.
名
詞

の
bu

zu
 2
は
頻
用

), 
hu

ta
cu

ke
ru

 2
. 一

席
bu

zu
は
標
準
語

的
.

< x
> 1

< m
> 1

(ta
da

gu
 2

, 
< x

> h
ad

ag
u)

1
1(

bu
tta

gu
 3

)

2b
z
減
る（
量
；
腹
が
）

0
0

0
0

0
0

0
2b

z
も
ぐ（
梨
を
）

1(
-n

gu
)

1(
-n

gu
)

1(
-n

gu
).<

x>
m

on
gir

u 
2

1(
-n

gu
)

1(
-n

gu
)

1(
-n

gu
)

1(
-n

gu
)

2b
z
燃（
も
）す

 [ 燃
や
す

]
0[

0]
x[

0]
x[

0]
x[

0]
< 普

> 0
[0

]
x[

0]
x[

0]
2b

z
選（
よ
）る
（
良
い
も
の
を
）

1
1

1(
や
や

< o
> )

1
1

1
< m

> 1
(e

ra
˜b

u 
2)

2c
1
す
る

0(
su

)
0(

su
)

0(
su

)
0(

su
)

0(
su

)
0(

su
ru

,su
)

0(
su

)
2c

2
有
る

1
1

1
1

1
1

1
2c

2
来
る

1
1

1
1

1
1

1
3a

1
明
け
る（
夜
が
） 

[ 開
，空

]
0(

-g
-)

0(
-g

-)
0(

-g
-)

0(
-g

-)
0(

-g
-)

0
0(

-g
-)

3a
1
上
げ
る（
上
に
；
人
に
）

0(
-n

g-
)

0(
-n

g-
)

0(
-n

g-
);k

er
u,

jar
u 

0
0(

-n
g-

)
0(

-n
g-

)
0(

-n
g-

)
0(

-n
g-

);k
er

u 
0

3a
1
当
て
る（
布
；
籖
，予
想
を
）

0(
-d

-)
0(

-d
-)

0(
-d

-)
0(

-d
-)

0(
-d

-)
0

0(
-d

-)
3a

1
荒
れ
る（
天
気
；
飲
ん
で
）

0
0

0;
< m

> 0
0

0
0

0;
a ˜

ba
re

ru
 0

3a
1
入
れ
る

 [ 容
，淹

]
0(

he
re

ru
, h

er
u 

0)
0

0(
he

ru
 0
も

)
0

0
0

he
ru

 0
3a

1
植
え
る

0
0(

we
ru

)
0(

we
ru

)
0

0
0

0
3a

1
埋
め
る（
土
に
；
水
を
）

0
0

0
0

0
0

0;
us

um
er

u 
0

3a
1
終
え
る（
仕
事
を
）

< m
> 0

(ja
m

er
u 

0)
< m

> 0
< m

> 0
(ja

m
er

u,
 

ow
ar

u 
0)

< m
> 0

(o
wa

ru
 0

)
0

0
< m

> 0
(o

wa
ra

se
ru

 
0)

3a
1
変
え
る

 [ 代
，替
，換

]
0 (
物
は

to
kk

E
ru

 3
)

0
0(
物
は

to
kk

er
u 

3)
0

0
0

to
rig

ae
ru

 3
; 

ba
gu

ru
 2

( 銭
, 物

も
)

3a
1
欠
け
る（
茶
碗
が
；
１
人
～
）

0(
-g

-)
0(

-g
-)

0(
-g

-)
0(

-g
-)

0(
-g

-)
0

0(
-g

-)



112 上野善道／国立国語研究所論集 17: 101–130 (2019)
類

項
目

盛
岡

雫
石

雫
石（
内
省
）

八
戸

風
間
浦

弘
前

五
所
川
原

3a
1
借
り
る

 [ 借
る

]
0[

x]
0[

x]
0[

x]
0[

x]
0[

x]
0[

x]
0(

ka
er

u)
[x

]
3a

1
枯
れ
る

 [ (
池
が

)涸
，(
声
が

)嗄
]

0
0

0
0

0
0

0(
ka

er
u)

3a
1
消
え
る（
電
気
；
雪
；
姿
が
）

0(
ke

:ru
)

0(
ke

ru
)

0(
ke

ru
)

0(
ki

er
u)

0(
ke

ru
)

0
0(

ki
:ru

)
3a

1
着
せ
る（
着
物
；
恩
を
）

0(
-s

je-
)

0
0

0
0(

ki
he

ru
,k

isj
er

u)
0

0(
ki

he
ru

)
3a

1
呉
れ
る

 [ ケ
ル

]
< m

> 0
[0

]
< m

> 0
[0

]
< m

> 0
[0

]
< m

> 0
[0

]
< m

> 0
[0

]
< m

> 0
[0

]
< m

> 0
[0

]
3a

1
暮
れ
る（
日
；
年
が
）

0
0

0
0

0
0

0(
ku

er
u)

; 年
は
名

詞
で

ku
re

 0
3a

1
越
え
る

 [ 超
]

0
0

0
0

0
0

0
3a

1
染
み
る（
味
，色
；
歯
が
；
身
に
）

0(
su

-)
0(

su
-)

0(
su

-)
0(

si-
)

0(
si-

)
0

0
3a

1
据
え
る（
腰
；
灸
を
）

0
0

0
0

< m
> 0

0
x

3a
1
助（
す
）け
る（
援
助
；
贔
屓
）

0(
-k

-);
m

en
go

ng
ar

u 
3

0(
-k

-)
0(

-k
-. 後
者
は
先

生
に
頻
用

)
0(

-k
-)

x(
ta

su
ke

ru
 3

)
x

x (
贔
屓
す
る
は

sig
i_

su
 1

+0
)

3a
1
捨
て
る

 [ ナ
ゲ
ル

]
< m

> 0
[n

an
ge

ru
 2

]
< m

> 0
[n

an
ge

ru
 2

]
< m

> 0
[n

an
ge

ru
 2

]
< m

> 0
[n

an
ge

ru
 2

]
< m

> 0
[n

an
ge

ru
 2

]
< m

> 0
[n

an
ge

ru
 2

]
< m

> 0
[n

an
ge

ru
 2

]
3a

1
染
め
る（
髪
，手
を
）

0
0

0
0

0
0

0
3a

1
足
り
る

 [ 足
る

]
0[

x]
0[

x]
0[

x]
0[

x]
0[

x]
0[

x]
0[

x]
3a

1
尽
き
る（
力
，運
が
）

2(
-g

-)
2(

-g
-)

2(
-g

-)
2(

-g
-)

2(
-g

-)
2

x
3a

1
漬
け
る（
漬
物
；
水
に
）

0(
-k

-)
0(

-k
-)

0(
-k

-)
0(

-k
-)

0(
-k

-)
0(

-k
-)

0(
-k

-)
3a

1
抜
け
る（
毛
；
会
を
）

0(
-g

-)
0(

-g
-)

0(
-g

-)
[ 可
能
は

-g
- 

2]
0(

-g
-)

0(
-g

-)
0

0(
-g

-)

3a
1
濡
れ
る（
雨
に
；
し
っ
ぽ
り
）

0
0

0
0

0
0

0(
nu

er
u)

3a
1
載
せ
る

 [ 乗
]

0(
-s

je-
)

0
0

0
0(

-h
er

u)
0

0(
-h

er
u)

3a
1
腫
れ
る

0
0

0
0

0
0

0(
ha

er
u)

3a
1
惚
れ
る（
異
性
；
人
柄
に
）

0
0

0
0

0
0

0(
ho

er
u)

3a
1
負
け
る（
試
合
で
；
値
段
を
）

0(
-g

-)
0(

-g
-)

0(
-g

-)
0(

-g
-)

0(
-g

-)
0

0(
-g

-)
3a

1
曲
げ
る（
針
金
，腰
；
主
張
を
）

0(
-n

g-
)

0(
-n

g-
)

0(
-n

g-
)

0(
-n

g-
)

0(
-n

g-
)

0(
-n

g-
)

0(
-n

g-
)

3a
1
噎（
む
）せ
る

0(
-s

je-
)

0
0

0
0(

-h
er

u)
0

0(
-h

er
u)

3a
1
燃
え
る（
火
；
闘
志
が
）

0
0

0
0

0
0

0
3a

1
痩
せ
る（
体
；
土
が
）

0(
-s

je-
)

0
0

0(
-h

er
u)

0(
-h

er
u)

0
0(

-h
er

u)
3a

1
や
め
る

 [ 止
，辞

]
0 

 C
f.j

am
er

u 
2(
病

め
る

, 痛
い

)
0 

 C
f.j

am
er

u 
2(
病

め
る

, 痛
い

)
0 

 C
f.<

o>
jam

er
u 

2(
病
め
る

, 痛
い

)
0 

 C
f.j

am
er

u 
2(
病

め
る

, 痛
い

)
0

0
0

3a
1
寄
せ
る（
右
に
；
皺
を
）

0(
-s

je-
)

0
0

0
0(

-h
er

u)
0

0(
-h

er
u)
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類

項
目

盛
岡

雫
石

雫
石（
内
省
）

八
戸

風
間
浦

弘
前

五
所
川
原

3a
1
詫
び
る

< m
> 0

(o
wa

˜b
i_

su
 

0+
0)

< m
> 0

(o
wa

˜b
i_

su
 

0+
0)

< m
> 0

(o
wa

˜b
i_

su
 

0+
0)

0(
- ˜

b-
)

< m
> 0

(-
˜b

-)
0

x

3a
2
和（
あ
）え
る（
胡
麻
と
）

2
2

2
2

2
2

1
3a

2
生
き
る（
百
ま
で
；
経
験
が
）

2(
-g

-)
2(

-g
-)

2(
-g

-)
2(

-g
-)

2(
-g

-)
2

2(
-g

-)
3a

2
受
け
る（
検
査
を
；
話
が
）

2(
-g

-)
2(

-g
-)

2(
-g

-)
2(

-g
-)

2(
-g

-)
2;

< m
> 2

2(
-g

-)
3a

2
生（
お
）い
る（
草
が
） 

[ 老
]

1(
oe

-,o
ng

ar
u 

2)
 

[<
m

> 2
(to

sjo
ru

 2
)]

1[
< m

> 2
(to

sjo
ru

 
2)

]
1(

on
ga

ru
 2
も

) 
[<

m
> 2

(to
sjo

ru
 2

)]
< m

> 2
(o

ng
ar

u 
2)

x(
ha

er
u 

1)
 

[to
sjo

ru
 2

]
x(

ha
er

u 
2)

[<
m

> 1
]

1(
oe

ru
)

3a
2
起
き
る（
朝
～
；
事
故
が
）

2(
-g

-)
2(

-g
-)

2(
-g

-)
2(

-g
-)

2(
-g

-)
2

2(
-g

-)
3a

2
落
ち
る（
物
が
；
試
験
に
）

2(
-z

u-
)

2(
-z

u-
)

2(
-z

u-
)

2(
-z

i-)
2(

-z
i-)

2
2(

-z
i-)

3a
2
下
り
る

 [ 降
][
お
ち
る

]
2[

oz
ur

u 
2]

2[
< o

> o
zu

ru
 2

]
2[

< o
> o

zu
ru

 2
]

2[
< 普

> 2
]

2[
2]

2[
x]

2[
x]

3a
2
掛
け
る（
布
団
を
；
気
に
） 

[ 賭
]

2(
-g

-)
2(

-g
-)

2(
-g

-)
2(

-g
-)

2(
-g

-)
2

2(
-g

-)
3a

2
兼
ね
る（
大
は
小
を
）

< m
> 2

(k
eN

tE
_s

u 
3+

0, 
兼
帯
す
る

)
2

2
2

2
2

< m
> 2

3a
2
肥
え
る（
体
が
）

1
1

1
2(

O
K

)
1

2(
O

K
)

1
3a

2
込
め
る（
力
を
）

2
< m

> 2
< m

> 2
(ir

er
u 

0)
2

2
2

x(
he

ru
 0

 入
れ
る

)
3a

2
冴（
さ
）え
る（
目
；
技
が
）

2
2

2
2

2
2

1
3a

2
下
げ
る（
頭
；
値
段
を
）

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

3a
2
冷
め
る

 [ (
色
が

)褪
，(
目
が

)覚
]

2
2

2
2

2
2

2
3a

2
締
め
る

 [ 絞
，閉
；
占

]
2(

su
-)

2(
su

-)
2(

su
-)

2(
si-

)
2(

si-
)

2
2

3a
2
過
ぎ
る（
時
間
；
程
度
が
）

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

3a
2
攻
め
る

 [ 責
]

2(
sje

-)
2

2
2

2(
he

- ?
)

2
2(

< o
> h

e-
)

3a
2
建
て
る

 [ 立
，閉

]
2(

-d
-)

2(
-d

-)
2(

-d
-)

2(
-d

-)
2(

-d
-)

2
2(

-d
-)

3a
2
垂
れ
る（
大
小
便
；
紐
を
）

2
2

2
2

2(
-t

ae
ru

)
2

2 ，
ta

ra
su

 2
も

3a
2
詰
め
る（
箱
に
；
席
を
）

2
2

2
2

2
2

2
3a

2
解
け
る（
水
に
；
鉄
；
問
題
） 

[ 溶
]

2(
-g

-)
2(

-g
-)

2(
-g

-)
2(

-g
-)

2(
-g

-)
2

2(
-g

-)
3a

2
閉
じ
る

 [ 綴
]

2(
- ˜

zu
-)

2(
- ˜

zu
-)

2(
- ˜

zu
-)

2(
- ˜

zi
-)

2(
- ˜

zi
-)

2
2(

- ˜
zi

-)
3a

2
投
げ
る（
球
；
ゴ
ミ
を
）

2(
-n

g-
. 捨
て
る
意

も
)

2(
-n

g-
. 捨
て
る
意

も
)

2(
-n

g-
. 捨
て
る
意

も
)

2(
-n

g-
. 捨
て
る
意

も
)

2(
-n

g-
. 捨
て
る
意

も
)

2(
-n

g-
. 捨
て
る
意

も
)

2(
-n

g-
. 捨
て
る
意

も
)

3a
2
撫
で
る（
頭
，髪
を
）

2(
- ˜

d-
)

2(
- ˜

d-
)

2(
- ˜

d-
)

2(
- ˜

d-
)

2(
- ˜

d-
)

2
2(

- ˜
d-

)
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類

項
目

盛
岡

雫
石

雫
石（
内
省
）

八
戸

風
間
浦

弘
前

五
所
川
原

3a
2
舐
め
る（
舌
で
；
相
手
を
） 

[ 嘗
]

2
2

2;
< m

> 2
( タ
形
は

 
na

m
et

ta
 4

; 
na

m
ed

a 2
)

2
2

2
2

3a
2
馴
れ
る

 [ 慣
]

2
2

2
2

2
2

1(
na

er
u)

(O
K

)
3a

2
逃
げ
る（
泥
棒
が
；
責
任
取
ら
ず
）

2(
nu

ng
e-

)
2(

nu
ng

e-
)

2(
nu

ng
e-

)
2(

ni
ng

e-
)

2(
ni

ng
e-

)
2(

ni
ng

e-
)

2(
ni

ng
e-

)
3a

2
延
び
る

 [ 伸
]

2(
- ˜

b-
)

2(
- ˜

b-
)

2(
- ˜

b-
)

2(
- ˜

b-
)

2(
- ˜

b-
)

2
2(

- ˜
b-

)
3a

2
化
け
る（
狐
が
）

2(
-g

-)
2(

-g
-)

2(
-g

-)
2(

-g
-)

2(
-g

-)
2

2(
-g

-)
3a

2
跳
ね
る

 [ 撥
]

2
2

2
2

2[
to

˜b
u 

0]
2

2
3a

2
晴
れ
る（
天
気
；
気
が
）

2
2

2
2

2
2

1(
ha

er
u)

3a
2
老
け
る

 [ 更
]

2(
-k

-)
2(

-k
-)

2(
-k

-)
2(

-k
-)

2(
-k

-)
2(

-k
-)

2(
-k

-)
3a

2
伏
せ
る（
目
；
体
を
）

2(
-s

je-
)

2
2

2
2

2
2

3a
2
吠
え
る

1
1

1
2(

O
K

)
2(

O
K

)
2

1
3a

2
惚
け
る

 （
頭

[呆
]；
写
真
が

[暈
]）

2(
-g

-)
2(

-g
-)

2(
-g

-)
2(

-g
-)

2(
-g

-)
2

2(
-g

-)
3a

2
誉
め
る

 [ 褒
]

2
2

2
2

2
2

2
3a

2
見
え
る（
目
；
山
；
姿
が
）

2(
m

er
u 

1.
過
去
形

 
m

ed
a 2

,1
)

2(
m

er
u 

1)
2(

m
er

u 
1.
過
去
形

m
ed

a 2
)

2(
m

e(
:)r

u 
1)

2(
m

er
u 

1)
2

1(
m

e:r
u)

3a
2
見
せ
る

 [ 魅
]

2(
-s

je)
2

2
2

2(
m

eh
er

u)
2

2(
m

eh
er

u)
3a

2
漏
れ
る

 [ 洩
]

2
2

2
2(

m
u-
も
か

)
2(

m
u-

,m
o-

)
2

2
3a

2
茹
で
る（
卵
を
）

2(
- ˜

d-
)

2(
- ˜

d-
)

2(
- ˜

d-
.<

x>
u ˜

de
ru

)
2(

- ˜
d-

)
2(

- ˜
d-

)
2

2(
- ˜

d-
)

3a
2
分
け
る（
皆
で
；
髪
を
七
三
に
）

2(
-g

-)
2(

-g
-)

2(
-g

-)
2(

-g
-)

2(
-g

-)
2

2(
-g

-)
3a

z
飽
き
る

2(
-g

-)
2(

-g
-)

2(
-g

-)
2(

-g
-)

2(
-g

-)
2

2(
-g

-)
3a

z
褪（
あ
）せ
る（
色
が
） 

[ 焦
]

2(
-s

je-
)

2
2

2
2(

-h
er

u)
2

2(
-h

er
u)

3a
z
浴
び
る（
水
；
非
難
を
）

0(
- ˜

b-
)

0(
- ˜

b-
)

0(
- ˜

b-
)

0(
- ˜

b-
)

0(
- ˜

b-
)

0
0;

x(
se

m
er

ae
ru

 3
)

3a
z
行
け
る（
可
；
や
れ
る
）

2(
-g

-. 
ig

un
u_

i: 
0+

1)
2(

-g
-)

2(
-g

-)
2(

-g
-)

2(
-g

-)
2;

< m
> 2

(ja
re

ru
 2

)
2(

-g
-)

;0

3a
z
埋（
い
）け
る（
炭
を
；
穴
に
）

2(
-g

-)
2(

-g
-)

2(
-g

-)
0(

-g
-)

(O
K

)
2?

< m
> 2

2(
-g

-)
3a

z
熟（
う
）れ
る（
果
物
が
）

2(
zju

gu
re

ru
 3

)
2

2(
< x

> z
ju

gu
re

ru
)

2
2

2(
zju

gu
re

ru
 3

)
< m

> 2
(z

ju
gu

er
u 

3)
3a

z
売
れ
る（
品
物
が
；
可
）

0;
2

0;
2

0;
2

0;
2

0;
2

0;
0(

O
K

)
0(

ue
ru

);x
3a

z
折
れ
る（
枝
が
；
可
）

2;
2,

oc
cjo

ru
ni

_i
: 

3+
1

2
2

2
2

2
1(

oe
ru

) C
f.o

re
ru

 2
 

（
喧
嘩
で
負
け
る
）

3a
z
買
え
る（
百
円
で
）

2,
ka

un
u_

i: 
0+

1
2

2
2(

ke
:ru

 1
も
か

)
2

0(
O

K
)

x(
ka

ru
ni

_i
: 0

+1
)
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類

項
目

盛
岡

雫
石

雫
石（
内
省
）

八
戸

風
間
浦

弘
前

五
所
川
原

3a
z
書
け
る

2(
-g

-.k
ag

un
u_

i: 
1+

1)
2(

-g
-)

2(
-g

-. 別
意
で

ka
ga

sa
ru

 3
)

2(
-g

-)
2(

-g
-)

2
x(

ka
gu

ni
_i

: 1
+1

)

3a
z
黴（
か
び
）る

 [ カ
ブ
ケ
ル

]
< m

> 0
(-

˜b
-)

 
[k

a ˜
pu

ke
ru

 0
]

< m
> 0

(-
˜b

-)
 

[k
a ˜

pu
ke

ru
 0

]
< m

> 0
(-

˜b
-)

 
[k

a ˜
pu

ke
ru

 0
]

< m
> 0

(-
˜b

-)
 

[k
a ˜

pu
ke

ru
 0

]
< m

> 0
(-

˜b
-)

 
[k

a ˜
pu

ke
ru

 0
]

< m
> 0

[k
a ˜

pu
ke

ru
 

0]
0[

ka
˜p

uk
er

u 
0]

3a
z
決
め
る

 [ 極
]

0
0

0
0

0
0

0
3a

z
食
え
る（
食
用
；
一
生
～
）

ke
ru

 1
,k

un
u_

i: 
1+

1
2(

ke
ru

 1
)

2(
ke

ru
 1

)
2(

ke
:ru

 1
)

2(
ku

er
u)

2
x(

ku
ni

_i
: 1

+1
)

3a
z
く
べ
る（
火
に
）

0(
- ˜

b-
)

0(
- ˜

b-
,sa

kk
u ˜

be
ru

 
4)

0(
- ˜

b-
)

0(
- ˜

b-
)

0(
- ˜

b-
)

0
0(

- ˜
b-

)

3a
z
ぐ
れ
る（
態
度
）

2
2

2
2

2
2

2
3a

z
焦（
こ
）げ
る（
料
理
で
）

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

3a
z
懲（
こ
）り
る（
失
敗
で
）

2
2

2
2

2
2

2
3a

z
裂
け
る（
布
が
；
可
） 

[ 割
]

2(
-g

-)
2(

-g
-)

2(
-g

-)
2(

-g
-)

2(
-g

-)
2

2(
-g

-);
sa

gu
ni

_i:
 1+

1
3a

z
提
げ
る（
手
に
）

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

3a
z
錆（
さ
）び
る（
鉄
；
体
が
）

2(
- ˜

b-
)

2(
- ˜

b-
)

2(
- ˜

b-
)

2(
- ˜

b-
)

2(
- ˜

b-
)

2
2(

- ˜
b-

)
3a

z
凍（
し
）み
る（
水
；
手
が
）

2(
su

-)
2(

su
-)

2(
su

-)
2(

si-
)

2(
si-

)
2

2(
si-

)
3a

z
じ
ゃ
れ
る（
猫
が
）

2
2

2
< m

> 2
2

2
0(

-r
-)

(O
K

)
3a

z
擦（
す
）れ
る（
角
が
；
人
が
）

2
2

2
2

2
2

2(
-r

-)
3a

z
ず
れ
る（
位
置
，タ
イ
ミ
ン
グ
が
）

2
2

2
2

2
2

2(
-r

-)
3a

z
逸（
そ
）れ
る

 [ 反
る
の
可
能

]
2[

2]
2[

2]
2[

2]
2[

2]
2[

2]
2[

so
ru

ni
_i

: 1
+1

]
ha

˜z
ue

ru
 0

 
[s

or
un

i_
i: 

1+
1]

3a
z
炊
け
る（
御
飯
が
；
可
） 

[ 焚
]

0;
2.

(-
g-

)
0;

2.
(-

g-
)

0;
2.

(-
g-

)
0;

2.
(-

g-
)

0;
2.

(-
g-

)
0;

2.
(-

g-
)

0;
< n

> 2
.(-

g-
)

3a
z
立
て
る（
片
足
で
；
棒
を
） 

[ 建
]

2(
-d

-)
2(

-d
-)

2(
-d

-)
2(

-d
-)

2(
-d

-)
2

x(
ta

zu
ni

_i
: 

1+
1)

;2
(-

d-
)

3a
z
食
べ
る

 [ 食
う

]
< m

> 2
(-

˜b
-)

[k
u 

1]
< m

> 2
(-

˜b
-)

[k
u 

1]
< m

> 2
(-

˜b
-)

[k
u 

1]
< m

> 2
(-

˜b
-)

[k
u:

 
1]

< m
> 2

(-
˜b

-)
[k

u 
1]

2[
ku

: 1
]

x[
1,

< o
> m

ag
ur

au
 

3]
3a

z
溜
め
る（
水
；
金
を

[ 貯
] ）

0
0

0
0

0
0

0
3a

z
付
け
る（
手
，身
に
；
薬
，気
を
）

2(
-k

-)
2(

-k
-)

2(
-k

-)
2(

-k
-)

2(
-k

-)
2

2(
-k

-)
3a

z
搗
け
る（
餅
を

. 可
）

2(
-g

-)
2(

-g
-)

2(
-g

-)
2(

-g
-)

2(
-g

-)
2(

-g
-)

2(
-g

-)
3a

z
継
げ
る（
可
） 

[ 注
，接

]
2(

-n
g-

)
2(

-n
g-

)
2(

-n
g-

)
2(

-n
g-

)
2(

-n
g-

)
2(

-n
g-

)
cu

ng
un

i_
i: 

0+
1

3a
z
釣
れ
る（
魚
が
；
可
）

0;
2

0;
< m

> 2
0;

2
0;

2
0;

2
0;

2
0(

cu
er

u)
;cu

ru
ni

_i
:  

0+
1
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類

項
目

盛
岡

雫
石

雫
石（
内
省
）

八
戸

風
間
浦

弘
前

五
所
川
原

3a
z
出
来
る（
勉
強
；
用
意
が
）

2(
de

gi
ru

)
2(

de
ru

 1
);2

(-
g-

)
2(

< o
> d

er
u 

1)
; 

2(
-g

-)
2(

de
gi

ru
)

2(
de

gi
ru

)
2

2(
de

gi
ru

)

3a
z
照
れ
る（
気
持
）

2
2

2
2

2
2

2
3a

z
泊
め
る

 [ 止
]

0
0

0
0

0
0

0
3a

z
取
れ
る（
ボ
タ
ン
が
；
可
）[
穫

]
2

2
2

2
2

2
1(

to
er

u)
(O

K
); 

to
ru

ni
_i

: 1
+1

3a
z
煮
え
る

0(
ne

:ru
)

0(
ne

ru
)

0(
ne

ru
)

0(
ni

er
u)

0(
ne

ru
)

0
0

3a
z
脱
げ
る（
靴
が
；
可
）

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
); 

nu
ng

un
i_

i: 
1+

1
3a

z
延
べ
る（
床（
と
こ
）；
手
を
）

2(
- ˜

b-
)

< m
> 2

(-
˜b

-)
(su

gu
 

0;
 w

ad
as

u 
0 な
ど

)
< m

> 2
(su

gu
 0

); 
2(

- ˜
b-

)
x;

2(
- ˜

b-
)

2(
- ˜

b-
)

2
2(

- ˜
b-

) 

3a
z
乗
れ
る（
自
転
車
に
）

2
2

2
2

2
2

no
ru

ni
_i

: 0
+1

3a
z
生
え
る（
毛
，草
が
） 

[ 映
]

1(
on

ga
ru

 2
, o

er
u 

1)
[<

m
> 2

]
1[

-]
1(

on
ga

ru
 2

, o
iru

 
1)

[2
]

2(
O

K
)

2[
2]

2
1(

O
K

)

3a
z
禿
げ
る

 [ 剥
]

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

3a
z
嵌（
は
）め
る（
枠
，罠
に
）

0
0

0
0

0
0

0
3a

z
ば
れ
る（
悪
事
が
）

2
2

2
2

2
2

2(
-r

-)
3a

z
冷
え
る（
体
，ビ
ー
ル
が
）

2
2

2
2

2
2

1(
O

K
)

3a
z
引
け
る（
水
；
腰
；
気
が
；
可
）

0(
-k

-)
;2

(-
g-

, 
hi

pp
ar

er
u 

4 が
 

< 普
> )

0(
-k

-)
;2

(-
g-

)
0(

-k
-)

;2
(-

g-
)

0;
2.

(-
g-

)
0(

-k
-)

;2
(-

g-
)

0;
< m

> 2
 

(h
ip

pa
re

ru
 4

)
0;

hi
pp

ar
un

i_
i: 

3+
1

3a
z
増
え
る

 [ 殖
]

2
2

2
2

2
2

1(
O

K
)

3a
z
掘
れ
る（
穴
が
；
可
）

2
2

2
2

2
2

1(
ho

er
u)

(O
K

); 
ho

ru
ni

_i
: 1

+1
3a

z
惚
れ
る（
異
性
；
人
柄
に
）

0
0

0
0

0
0

0(
ho

er
u)

3a
z
ま
せ
る（
子
供
が
）

2
0(

O
K

)
2

< m
> 2

2(
-h

er
u)

< m
> 2

2(
-h

er
u)

3a
z
混
ぜ
る

2(
- ˜

zje
-)

2(
- ˜

ze
-)

2(
- ˜

ze
-)
仲
間
に
入

れ
る
意
は
な
く
，

ka
de

ru
 2

.

2(
- ˜

zje
-)

2(
- ˜

ze
-)

2
2(

- ˜
zje

-)

3a
z
待
て
る（
一
時
間
～
）

2(
-d

-. 
m

az
un

u_
i: 

1+
1)

2(
-d

-)
2(

-d
-)

2(
-d

-)
2(

-d
-)

2
m

az
un

i_
i: 

1+
1

3a
z
真
似
る

0
0

0(
< 普

> m
an

ek
ko

_
su

 0
+0

)
0

0
0

0
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類

項
目

盛
岡

雫
石

雫
石（
内
省
）

八
戸

風
間
浦

弘
前

五
所
川
原

3a
z
満
ち
る（
潮
が
）

< m
> 2

< m
> 2

< m
> 2

( そ
も
そ
も

言
う
機
会
な
し

)
< m

> 2
(-

ci-
)

< m
> 2

? (
反
対
は

hi
gu

 0
)

2
x

3a
z
向
け
る（
顔
を
；
可
）

0;
2.

(-
g-

). 可
能
は

m
ug

un
u_

i: 
0+

1, 
m

ug
er

er
u 

3 も
.

0;
2.

(-
g-

)
0;

2.
(-

g-
)

0;
2.

(-
g-

)
0;

2.
(-

g-
)

0;
2

0(
-g

e-
); 

 
m

ug
un

i_
i: 

1+
1

3a
z
剥
け
る（
皮
が
；
可
）

0;
2.

(-
g-

)
0;

2.
(-

g-
)

0;
2.

(-
g-

)
0;

2.
(-

g-
)

0;
2.

(-
g-

)
0;

0(
O

K
)

0(
-g

e-
); 

 
m

ug
un

i_
i: 

0+
1

3a
z
群
れ
る（
動
物
，仲
間
が
）

2
2

2
2

2
2

< m
> 0

( 「
群
れ
」も

0)
3a

z
蒸（
む
）れ
る（
足
が
）

2
2

2
2

2
2

2
3a

z
も
げ
る（
耳
，首
が
）

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

3a
z
持
て
る（
荷
物
を
；
異
性
に
）

2(
-d

-)
2(

-d
-)

2(
-d

-)
2(

-d
-)

2(
-d

-)
2

m
oz

un
i_

i: 
1+

1;
 

2(
-d

-)
3a

z
揉（
も
）め
る（
話
が
；
可
）

0;
2

0;
2

0;
2

0;
2

0;
2

0;
2(

m
om

un
i_

i: 
0+

1)
0:

m
om

un
i_

i: 
0+

1

3a
z
焼
け
る（
魚
が
，日
に
；
可
）

0;
2.

(-
g-

)
0;

2.
(-

g-
)

0;
2.

(-
g-

)
0;

2.
(-

g-
)

0;
2.

(-
g-

)
0;

0(
O

K
)

0(
-g

-)
; j

ag
un

i_
i: 

0+
1

3a
z
や
れ
る（
出
来
る
）

2(
jae

-)
2(

jae
-)

2(
jae

-)
2(

jar
e-

)
2(

jar
e-

)
2

x(
jar

un
i_

i: 
0+

1)
3a

z
揺
れ
る（
地
震
；
気
持
） 

[ 揺
る

]
0[

x.
ju

su
˜b

ur
u,

 
ju

cc
u ˜

bu
ru

 0
]

0[
?]

0[
x]

0(
ju

cu
ng

as
u 

0 
舟

を
揺
す
る
）

0[
x]

0[
x]

0(
ju

er
u)

[x
]

3a
z
避（
よ
）け
る（
陽
ざ
し
を
）

2(
-g

-)
2(

-g
-)

2(
-g

-)
2(

-g
-)

2(
-g

-)
2

2(
-g

-)
3a

z
読
め
る

 [ 詠
]

2
2

2
2

2
2

jo
m

un
i_

i: 
1+

1
3a

z
縒（
よ
）れ
る（
紐
が
）

2
2

2
2

2
2

2
3a

z
割
れ
る（
茶
碗
が
；
可
）

0;
2

0;
2

0;
2

0;
2

0;
2

0;
2

0(
wa

er
u)

;  
wa

ru
ni

_i
: 0

+1
3b

1
明
か
す（
タ
ネ
を
）

0(
-g

-)
0(

-g
-)

0(
-g

-)
0(

-g
-)

0(
-g

-)
0

0(
-g

-)
3b

1
上
が
る（
上
に
；
緊
張
）

0(
-n

g-
)

0(
-n

g-
)

0(
-n

g-
)

0(
-n

g-
)

0(
-n

g-
)

0(
-n

g-
)

0(
-n

g-
)

3b
1
遊
ぶ

 [ ア
ス
ブ

]
0[

x]
(-

˜b
u)

0[
0]

.(-
˜b

u)
0[

0]
.(-

˜b
u)

0[
x]

(-
˜b

u)
0[

0]
.(-

˜b
u)

0[
0]

0[
x]

3b
1
当
た
る（
当
選
；
人
に
）

0(
-d

-. 中
風
も

)
0(

-d
-. 中
風
も

)
0(

-d
-. 中
風
も

)
0(

-d
-. 中
風
も

)
0(

-d
-.中
風
も

)
0

0(
-d

-. 中
風
も

)
3b

1
洗
う（
手
，洗
濯
物
を
）

0
0

0
0(

-r
u)

0(
-r

u)
0(

-u
)

0(
-r

u)
3b

1
荒
ら
す（
畑
を
）

0
0

0
0

0
0

0
3b

1
浮
か
ぶ（
水
に
；
頭
に
）

0(
-g

a ˜
bu

)
0(

-g
a ˜

bu
)

0(
-g

a ˜
bu

)
0(

-g
a ˜

bu
)

0(
-g

ab
u)

0
0(

-g
a ˜

bu
)

3b
1
歌
う

 [ 謳
]

0(
-d

-)
0(

-d
-)

0(
-d

-)
0(

-d
ar

u)
0(

-d
ar

u)
0(

-u
)

0(
-d

ar
u)
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類

項
目

盛
岡

雫
石

雫
石（
内
省
）

八
戸

風
間
浦

弘
前

五
所
川
原

3b
1
送
る（
物
；
人
を
車
で
）

0(
-g

-)
0(

-g
-)

0(
-g

-)
0(

-g
-)

0(
-g

-)
0

0(
-g

-)
3b

1
脅
す

 [ 脅
か
す

]
0[

o ˜
do

ga
su

 0
]

0[
x]

0[
< 普

> o
˜d

ok
as

u 
0]

0(
- ˜

d-
)[x

]
0(

- ˜
d-

)[o
˜d

og
as

u 
3(

O
K

)]
0[

< 普
> 0

]
0(

- ˜
d-

)[o
˜d

og
as

u 
0]

3b
1
踊
る

 [ 躍
]

0(
- ˜

d-
)

0(
- ˜

d-
)

0(
- ˜

d-
)

0(
- ˜

d-
)

0(
- ˜

d-
)

0
0(

- ˜
d-

)
3b

1
終
わ
る（
仕
事
が
；
失
敗
に
～
）

0
0

0(
名
詞
は

 o
wa

ri 
2)

0
0(
名
詞
は

 o
wa

ri 
2)

0
0

3b
1
屈（
か
が
）む

0(
ko

ng
am

u)
0(

ko
ng

am
u)

0(
-n

g-
)

0(
ko

ko
m

ar
u 

0)
0(

sja
ng

am
u 

0)
0(

-n
g-

)
0(

-n
g-

)
3b

1
囲
う（
塀
で
；
犯
人
を
）

0(
-g

-)
0(

-g
-)

0(
-g

-)
0(

-g
or

u)
0(

-g
or

u)
0(

-r
u)

0(
-g

or
u)

3b
1
囲
む（
み
ん
な
で
）

0(
-g

-)
0(

-g
-)

0(
-g

-)
0(

-g
-)

0(
-g

-)
0

0(
-g

-)
3b

1
飾
る（
花
，商
品
；
体
裁
を
）

2(
- ˜

zja
-)

2(
- ˜

za
-)

2(
- ˜

za
-)

0(
- ˜

zja
-)

0(
- ˜

za
-)

0
0(

- ˜
zja

-)
3b

1
語
る（
昔
話
を
） 

[ 騙
]

0(
-d

-. 作
り
話
の

意
が
本
来

)
0(

-d
-)

[-
]

0(
-d

-)
[<

m
> 0

]
0(

-d
-)

[-
]

0(
-d

-)
[-

]
0[

-]
0(

-d
-)

[-
]

3b
1
通
う（
学
校
に
）

0
0

0
0(

-r
u)

0(
-r

u)
0(

-r
u か

?)
0(

-r
u)

3b
1
枯
ら
す

 [ 嗄
，涸

]
0

0
0

0
0

0
0

3b
1
変
わ
る

 [ 代
，換

]
0

0
0

0
0

0
0

3b
1
刻
む（
ネ
ギ
；
時
を
）

0(
- ˜

zja
-)

0(
- ˜

za
-)

0(
- ˜

za
-)

0(
- ˜

za
-)

0(
- ˜

za
-)

0
0(

- ˜
zja

-)
3b

1
括
る（
首
を
；
括
弧
に
；
紐
で
）

2(
-g

-)
(O

K
)

0;
0.

(-
g-

);j
uc

uk
er

u 
3

0(
-g

-)
0(

-g
-)

0(
-g

-)
0

2(
-g

-)
(O

K
)

3b
1
下
だ
す（
腹
；
決
断
を
）

0(
- ˜

d-
)

0(
- ˜

d-
)

0(
- ˜

d-
)

0(
- ˜

d-
)

0(
- ˜

d-
. 

ha
ra

ku
˜d

as
i 4

)
0

0(
- ˜

d-
)

3b
1
下
だ
る（
坂
を
）

0(
- ˜

d-
)

0(
- ˜

d-
)

0(
- ˜

d-
)

0(
- ˜

d-
)

0(
- ˜

d-
)

0
0(

- ˜
d-

)
3b

1
食
ら
う（
一
発
～
）

< m
> 0

(k
ak

ku
ra

u 
1)

2
< n

> 0
0(

-r
u)

2(
-u

)
< m

> 0
(-

u)
0(

-r
u)

3b
1
暮
ら
す（
田
舎
で
；
生
計
）

0
0

0
0

0
0

0
3b

1
削
る（
木
；
予
算
を
）

0(
- ˜

zu
-)

0(
- ˜

zu
-)

0(
- ˜

zu
-)

0(
- ˜

zu
-)

0(
- ˜

zu
-)

0
0(

- ˜
zu

-)
3b

1
凝
ら
す（
目
を
）

2
< m

> 2
2

2
2

2
< m

> 0
(O

K
)

3b
1
殺
す（
生
き
物
；
息
を
）

0
0

0
0

0
0

0
3b

1
捜
す

 [ 探
]

0(
-n

g-
)

0(
-n

g-
)

0(
-n

g-
)

0(
-n

g-
)

0(
-n

g-
)

0(
-n

g-
)

0(
-n

g-
)

3b
1
探
る（
手
で
；
腹
を
）

0(
-n

g-
)

0(
-n

g-
)

0(
-n

g-
)

0(
-n

g-
)

0(
-n

g-
)

0(
-n

g-
)

0(
-n

g-
)

3b
1
晒
す（
水
；
人
前
に
）

0
0

0
0

0
0

0
3b

1
触（
さ
わ
）る

 [ (
気
に

)障
]

0
0

0
0

0
0

0
3b

1
沈
む（
水
に
；
日
が
）

0(
su

˜z
u-

)
0(

su
˜z

u-
)

0(
su

˜z
u-

)
0(

si ˜
zu

-)
0(

si ˜
zu

-)
0

0(
si ˜

zu
-)

3b
1
救
う

 [ 掬
]

0(
-g

uu
)

0(
-g

uu
)

0(
-g

uu
)

0(
-g

uu
)

0(
-g

uu
)

0
0(

-g
uu

),t
as

uk
er

u 
3
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類

項
目

盛
岡

雫
石

雫
石（
内
省
）

八
戸

風
間
浦

弘
前

五
所
川
原

3b
1
濯（
す
す
）ぐ

 [ ゆ
す
ぐ

]
< m

> 0
(-

ng
-)

  
[<
普

> j
us

un
gu

 0
]

< m
> 0

(-
ng

-)
  

[<
普

> j
us

un
gu

 0
]

< m
> 0

(-
ng

-)
  

[<
普

> j
us

un
gu

 0
]

< m
> 0

(-
ng

-)
  

[<
普

> j
us

un
gu

 0
]

< m
> 0

(-
ng

-)
  

[<
普

> j
us

un
gu

 0
]

< m
> 0

(-
ng

-)
  

[<
普

> j
us

un
gu

 0
]

< m
> 0

(-
ng

-)
  

[<
普

> j
us

un
gu

 0
]

3b
1
進
む（
前
に
；
話
が
）

0
0

0
0

0
0

0(
sis

i-)
3b

1
啜
る（
汁
を
）

0
0

0
0

0
0

0(
sis

i-)
3b

1
畳
む（
布
団
を
）

0(
-d

-)
0(

-d
-)

0(
-d

-)
0(

-d
-)

0(
-d

-)
0

0(
-d

-)
3b

1
違
う

0(
-n

g-
)

0(
-n

g-
)

0(
-n

g-
)

0(
-n

ga
ru

)
0(

-n
ga

ru
)

0(
-n

ga
ru

)
0(

-n
ga

ru
)

3b
1
使
う（
金
，手
，人
を
）

0(
-k

-)
0(

-k
-)

0(
-k

-)
0(

-k
ar

u)
0(

-k
ar

u)
0(

-k
ar

u)
0(

-k
ar

u)
3b

1
尽
く
す（
一
生
懸
命
～
）

2(
-g

-)
2(

-g
-)

2(
-g

-)
2(

-g
-)

2(
-g

-)
2

2(
-g

-)
3b

1
続
く（
天
気
が
；
次
に
）

0(
- ˜

zu
gu

)
0(

- ˜
zu

gu
)

0(
- ˜

zu
gu

)
0(

- ˜
zu

gu
)

0(
- ˜

zu
gu

)
0

0(
- ˜

zu
gu

)
3b

1
繋
ぐ（
手
を
，鎖
で
；
望
み
を
）

0(
-n

gu
)

0(
-n

gu
)

0(
-n

gu
)

0(
-n

gu
)

0(
-n

gu
)

0(
-n

gu
)

0(
-n

gu
)

3b
1
積
も
る（
雪
；
話
が
）

0
0

0
0

0
2(

O
K

)
0

3b
1
飛
ば
す（
遠
く
に
；
省
く
）

0(
- ˜

b-
)

0(
- ˜

b-
)

0(
- ˜

b-
)

0(
- ˜

b-
)

0(
- ˜

b-
)

0
0(

- ˜
b-

)
3b

1
名
乗
る

2
2

2
2

2
2

< m
> 2

3b
1
鳴
ら
す（
音
を
；
有
名
）

0
0

0
0

0
0

0
3b

1
並
ぶ（
列
に
；
～
者
な
し
）

0(
- ˜

bu
)

0(
- ˜

bu
)

0(
- ˜

bu
)

0(
- ˜

bu
)

0(
- ˜

bu
)

0
0(

- ˜
bu

)
3b

1
握
る（
手
；
寿
司
を
）

0(
nu

ng
-)

0(
nu

ng
-)

0(
nu

ng
-)

0(
ni

ng
-)

0(
ni

ng
-)

0(
ni

ng
-)

0(
ni

ng
-)

3b
1
濁
す（
跡
を
；
お
茶
を
）

2(
nu

ng
o-

)
2(

nu
ng

o-
)

2(
nu

ng
o-

)
2(

ni
ng

o-
)

2(
ni

ng
o-

)
2(

ni
ng

o-
)

2(
ni

ng
o-

)
3b

1
濡
ら
す（
水
で
）

0
0

0
0

0
0

0
3b

1
眠
る

< m
> 0

(n
er

u 
0. 

< x
> 1

. 但
し

, 
ne

tte
ra

 1
 眠
っ
て

い
る

)

< m
> 0

(n
er

u 
1)

< m
> 0

( お
墓
に

 
～
ぐ
ら
い

. <
普

> 
ne

ru
 1

<  
ne

iru
 2

)

0
0

0
< m

> 0
(n

er
u 

1. 
ne

tte
ru

 3
は
就
寝

す
る
も
意
識
あ
り

と
．熟
睡
は

ne
ru

, 
ne

de
ru

 0
)

3b
1
覗
く

 [ 除
]

0(
- ˜

zo
gu

)
0(

- ˜
zo

gu
)

0(
- ˜

zo
gu

)
0(

- ˜
zo

gu
)

0(
- ˜

zo
gu

)
0

0(
- ˜

zo
gu

)
3b

1
昇
る

 [ 登
]

0(
- ˜

b-
)

0(
- ˜

b-
)

0(
- ˜

b-
)

0(
- ˜

b-
)

0(
- ˜

b-
)

0
0(

- ˜
b-

)
3b

1
運
ぶ（
荷
物
；
足
を
；
う
ま
く
～
）

0(
-g

o ˜
bu

)
0(

-g
o ˜

bu
)

0(
-g

o ˜
bu

)
0(

-g
o ˜

bu
)

0(
-g

o ˜
bu

)
0

0(
-g

o ˜
bu

)
3b

1
外
す（
鍵
；
席
；
的
を
）

0(
- ˜

z-
)

0(
- ˜

z-
)

0(
- ˜

z-
)

0(
- ˜

z-
)

0(
- ˜

z-
)

0
0(

- ˜
z-

)
3b

1
拾
う（
ゴ
ミ
；
財
布
を
）

0
0

0
0(

-r
u)

0(
hi

ro
ru

, h
ur

ur
u,

  
hu

ra
ru

)
0(

hi
ra

ru
)

0(
hu

ra
ru

)

3b
1
塞
ぐ（
耳
，穴
を
）

0(
-n

gu
)

0(
-n

gu
)

0(
-n

gu
)

0(
hu

ta
ng

u)
0(

-n
gu

)
0(

-n
gu

)
0(

-n
gu

)
3b

1
振
る
う（
暴
力
を
） 

[ 奮
（
否
）]

0
< m

> 0
0

0(
-u

)
0(

-r
ur

u)
[ 否
定
は

 
wa

ga
ne

 0
]

0
< m

> 0
(-

u)
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類

項
目

盛
岡

雫
石

雫
石（
内
省
）

八
戸

風
間
浦

弘
前

五
所
川
原

3b
1
曲
が
る（
腰
が
；
道
を
）

0(
-n

g-
)

0(
-n

g-
)

0(
-n

g-
)

0(
-n

g-
)

0(
-n

g-
)

0(
-n

g-
)

0(
-n

g-
)

3b
1
祭
る（
神
社
に
）

0(
-z

u-
)

< m
> 0

(-
zu

-)
< m

> 0
(-

zu
-)

0(
-c

u-
)

< m
> 0

(-
zu

-)
0

0(
-z

-)
3b

1
磨
く（
歯
を
；
腕
を
）

0(
-n

ga
gu

)
0(

-n
ga

gu
)

0(
-n

ga
gu

)
0(

-n
ga

gu
)

0(
-n

ga
gu

)
0(

-n
g-

)
0(

-n
ga

gu
)

3b
1
向
か
う（
東
京
に
；
机
に
）

0(
-g

-)
0(

-g
-)

0(
-g

-)
0(

-g
au

,-g
ar

u)
0(

-g
ar

u)
0(

-u
)

0(
-g

ar
u)

3b
1
む
し
る（
毛
を
）

0(
-s

u-
)

< m
> 0

(-
su

-)
< m

> 0
(-

su
-.n

ug
u 

0,
to

ru
 1

)
0

0
0(
小
山
内

)/2
( 鳴

海
)

0(
-s

i-)

3b
1
結
ぶ（
紐
で
；
手
を
；
実
を
）

0(
- ˜

bu
)

0(
- ˜

bu
)

0(
- ˜

bu
)

0(
- ˜

bu
. ju

wa
gu

 2
)

0(
- ˜

bu
)

0
0(

- ˜
bu

)
3b

1
も
ら
う（
金
；
許
可
を
；
嫁
に
）

0
0

0
0(

-r
u)

0(
-r

u)
0(

-r
u)

0(
-r

u)
3b

1
揺
す
る（
木
を
）

0(
ju

cc
u ˜

bu
ru

 0
)

0
0

0
0

0
0(
金
も

)
3b

1
譲
る（
財
産
；
席
を
）

0(
- ˜

z-
)

0(
- ˜

z-
)

0(
- ˜

z-
)

0(
- ˜

z-
)

0(
- ˜

z-
)

0
0(

- ˜
z-

)
3b

1
沸
か
す（
湯
，風
呂
を
）

0(
-g

-)
0(

-g
-)

0(
-g

-)
0(

-g
-)

0(
-g

-)
0

0(
-g

-)
3b

1
渡
す（
手
で
；
舟
で
；
橋
を
）

0(
-d

-)
0(

-d
-)

0(
-d

-)
0(

-d
-)

0(
-d

-)
0

0(
-d

-)
3b

1
渡
る（
橋
，海
を
；
舟
で
）

0(
-d

-)
0(

-d
-)

0(
-d

-)
0(

-d
-)

0(
-d

-)
0

0(
-d

-)
3b

1
笑
う（
笑
顔
；
馬
鹿
に
し
て
）

0
0

0
0(

-r
u)

0(
-r

u)
0(

-u
)

0(
-r

u)
3b

2
扇
ぐ

 [ 仰
]

2(
-n

gu
)

2(
-n

gu
)

2(
-n

gu
)

2(
-n

gu
)

2(
-n

gu
)

2(
-n

gu
)

2(
-n

gu
)

3b
2
余
す（
弁
当
を
）

2
2

2
2

2
2

2
3b

2
余
る（
金
が
；
割
り
算
で
；
目
に
）

2
2

2
2

2
2

2
3b

2
急
ぐ（
仕
事
を
；
駅
に
）

2(
-n

gu
)

2(
-n

gu
)

2(
-n

gu
)

2(
-n

gu
.se

gu
,h

eg
u 

1 ）
2(

-n
gu

. s
eg

u 
1)

2(
-n

gu
)

2(
-n

gu
)

3b
2
痛
む（
傷
；
心
が
） 

[ 傷
]

2(
-d

-)
< m

> 2
(-

d-
. ja

m
u 

1)
2(

-d
-)

2(
-d

-)
2(

-d
-)

2
2(

-d
-)

3b
2
動
く

 [ イ
ゴ
ク

]
2[

< o
> 2

].(
-n

go
gu

)
2[

< o
> 2

].(
-n

go
gu

)
2[

< o
> 2

].(
-n

go
gu

)
2[

2]
.(-

ng
og

u)
2[

2]
.(-

ng
og

u)
2[

2]
.(-

ng
-)

2(
un

go
gu

)
3b

2
移
す

 [ 伝
染
，映
，写

]
2(

-z
u -

. 伝
染
は

uz
ug

er
u 

3 ）
2(

-z
u-

. 伝
染
は

uz
ug

er
u 

3 ）
2(

-z
u -

. 伝
染
は

uz
ug

er
u 

3 ）
2(

-z
u-

)
2(

-z
u-

)
2

2(
-z

u-
)

3b
2
移
る

 [ 伝
染
，映
，写

]
2(

-z
u-

. 伝
染
は

uz
ug

u 
2)

2(
-z

u-
. 伝
染
は

uz
ug

u 
2)

2(
-z

u-
. 伝
染
は

uz
ug

u 
2)

2(
-z

u-
.伝
染
は

uz
ug

u 
2)

2 (
-z

u-
.伝
染
は

uz
ug

u 
2)

2(
伝
染
は

uz
ug

u 
2)

2(
-z

u-
.<

x>
uz

ug
u)

3b
2
恨
む（
人
を
）

2
2

2
2

2
2

2
3b

2
選
ぶ

2(
- ˜

bu
)

2(
- ˜

bu
)

2(
- ˜

bu
)

2(
- ˜

bu
)

2(
- ˜

bu
)

2
2(

- ˜
bu

)
3b

2
拝
む（
仏
様
を
）

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

3b
2
起
こ
す（
子
供
；
事
故
を
） 

[ （
火

を
）熾

]
2(

-g
-)

2(
-g

-)
2(

-g
-)

2(
-g

-)
2(

-g
-)

2
2(

-g
-)

3b
2
落
と
す（
財
布
；
雷
を
）

2(
-d

-)
2(

-d
-)

2(
-d

-)
2(

-d
-)

2(
-d

-)
2

2(
-d

-)
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類

項
目

盛
岡

雫
石

雫
石（
内
省
）

八
戸

風
間
浦

弘
前

五
所
川
原

3b
2
思
う（
そ
う
～
；
相
手
を
）

2
2

2
2(

-r
u)

2(
-r

u)
2

2(
-r

u)
3b

2
泳
ぐ（
水
中
で
；
体
が
）

2(
-n

gu
)

2(
-n

gu
)

2(
-n

gu
)

2(
-n

gu
)

2(
-n

gu
)

2(
-n

gu
)

2(
-n

gu
)

3b
2
下
ろ
す（
金
；
大
根
を
）[
卸
，堕

]
2

2
2

2
2

2
2

3b
2
返
す

 [ 帰
]

1(
kE

su
)

1(
kE

su
)

1(
ke

su
)

1(
ke

:su
)

1(
ka

es
u)

1
< m

> 1
(m

o ˜
do

su
 2

)
3b

2
帰
る（
国
に
；
客
が
）

1(
kE

ru
)

1(
kE

ru
)

1(
ke

ru
)

1(
ke

:ru
)

1(
ka

er
u)

1
1(

m
o ˜

do
ru

 2
)

3b
2
懸
か
る（
気
に
） 

[ 掛
，罹
，係
，架

]
2(

-g
-)

2(
-g

-)
2(

-g
-)

2(
-g

-)
2(

-g
-)

2
2(

-g
-)

3b
2
限
る（
一
人
に
；
ビ
ー
ル
に
）

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

3b
2
稼
ぐ（
金
を
；
働
く
）

2(
-n

gu
. 働
く
意
も

)
2(

-n
gu

. 働
く
意
も

)
2(

-n
gu

. 働
く
意
も

)
2(

ka
he

ng
u.
働
く

意
も

)
2(

ka
he

ng
u.
働
く

意
も

)
2(

-n
gu

. 働
く
意
も

)
2(

ka
he

ng
u.
働
く

意
も

)
3b

2
担
ぐ（
肩
に
；
選
挙
で
）

2(
-z

un
gu

)
2(

-z
un

gu
)

2(
-z

un
gu

)
2(

-z
un

gu
)

2(
-z

un
gu

)
2(

-n
g-

)
2(

-z
un

gu
)

3b
2
被
る（
帽
子
；
水
を
）

2(
- ˜

b-
)

2(
- ˜

b-
)

2(
- ˜

b-
. 重
な
る
意

は
ナ
シ

.)
2(

- ˜
b-

)
2(

- ˜
b-

)
2

2(
- ˜

b-
)

3b
2
構
う（
相
手
に
す
る
）

2
2(

he
˜z

ja_
su

 1
+0

)
2(

< o
> h

e ˜
zja

_s
u 

1+
0)

< m
> 2

(-
u)

2(
-r

u)
2(

-r
u)

2(
-r

u)

3b
2
絡
む（
線
が
；
喧
嘩
で
）

2(
ka

ra
m

ar
u 

3;
 

su
tte

ka
ga

ru
 3

)
2(

ku
m

ar
ag

er
u 

4)
;2

2(
ku

m
ar

ak
er

u 
4)

;2
2

2(
ka

ra
m

ar
u 

3)
2(

ku
m

ar
u 

2)
;2

2

3b
2
乾
く

 [ 渇
]

2(
-g

u)
2(

-g
u)

2(
-g

u)
2(

-g
u)

2(
-g

u)
2

2(
-g

u)
3b

2
潜（
く
ぐ
）る
（
下
を
）

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
.水
に
も

)
2(

-n
g-

)
2(

-n
g-

)
2(

-n
g-

)
2(

-n
g-

. 水
に
も

)
3b

2
崩
す（
足
；
お
金
を
）

2(
- ˜

z-
)

2(
- ˜

z-
)

2(
- ˜

z-
)

2(
- ˜

z-
)

2(
- ˜

z-
);k

u ˜
da

gu
 2

2
2(

- ˜
z-

);k
u ˜

da
gu

 2
3b

2
砕
く（
土
を
；
分
か
り
や
す
く
）

2(
- ˜

da
gu

)<
x>
お
金

2(
- ˜

da
gu

)
2(

- ˜
da

gu
)<

x>
お
金

2(
- ˜

da
gu

. お
金
を

く
ず
す
意
も

)
2(

- ˜
da

gu
. お
金
を

く
ず
す
意
も

)
2(
お
金
を
く
ず
す

意
も

)
2(

- ˜
da

gu
. お
金
を

く
ず
す
意
も

)
3b

2
口
説
く（
人
を
；
不
満
）

2(
- ˜

do
gu

)
2(

- ˜
do

gu
)

2;
< o

> 2
.(-

˜d
og

u)
2(

- ˜d
og

u)
;gu

da
m

eg
u 

3
2(

- ˜
do

gu
)

2
2(

- ˜
do

gu
)

3b
2
曇
る（
天
気
；
ガ
ラ
ス
が
）

2
2

2
2

2
2

2
3b

2
狂
う（
気
が
；
予
定
が
）

2
2

2
2(

-u
)

2(
-u

)
2(

-u
)

2(
-r

u)
3b

2
零（
こ
ぼ
）す
（
床
に
；
愚
痴
を
）

2(
- ˜

b-
)

2(
- ˜

b-
)

2(
- ˜

b-
)

2(
- ˜

b-
)

2(
- ˜

b-
)

2
2(

- ˜
b-

)
3b

2
篭（
こ
も
）る
（
部
屋
に
）

2
2

2
2

2
2

2
3b

2
下
が
る（
つ
ら
ら
；
気
温
；
肩
が
）

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

3b
2
騒
ぐ（
子
供
，騒
動
）

2(
-n

gu
)

2(
-n

gu
)

2(
-n

gu
)

2(
-n

gu
)

2(
-n

gu
)

2(
-n

gu
)

2(
-n

gu
)

3b
2
撓
う（
枝
，体
が
） 

[ シ
ナ
ル

]
2[

su
na

ru
 2

]
2[

su
na

ru
 2

]
< m

> 2
[s

un
ar

u 
2]

2[
sin

ar
u 

2]
< m

> 2
[s

in
ar

u 
2]

2[
sin

ar
u 

2]
2[

sin
ar

u 
2]

3b
2
縛
る（
紐
で
，傷
口
を
；
束
縛
）

2(
su

˜b
ar

u)
2(

su
˜b

ar
u)

2(
su

˜b
ar

u)
2(

si ˜
ba

ru
)

2(
si ˜

ba
ru

)
2

2(
si ˜

ba
ru

)
3b

2
絞
る（
雑
巾
を
；
練
習
で
）

2(
su

˜b
or

u)
2(

su
˜b

or
u)

2(
su

˜b
or

u)
2(

si ˜
bo

ru
)

2(
si ˜

bo
ru

)
2

2(
si ˜

bo
ru

)
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類

項
目

盛
岡

雫
石

雫
石（
内
省
）

八
戸

風
間
浦

弘
前

五
所
川
原

3b
2
過
ご
す（
遊
ん
で
；
度
を
）

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

< m
> 2

(-
ng

-. 
iru

 0
な
ど

)
3b

2
滑
る（
足
が
；
ス
キ
ー
で
）

2(
- ˜

b-
)

2(
- ˜

b-
)

2(
- ˜

b-
)

2(
- ˜

b-
)

2(
- ˜

b-
)

2
2(

- ˜
b-

)
3b

2
す
ま
す（
つ
ん
と
） 

[ 済
]

2
2

2
< m

> 2
[2

]
2

2
2[

sim
ah

er
u 

3]
3b

2
迫
る（
火
，期
限
が
；
返
事
を
）

2
2

2
2

2
2

2(
he

m
ar

u)
3b

2
育
つ（
稲
，子
供
，弟
子
が
）

2(
- ˜

da
zu

)
2(

- ˜
da

zu
)

2(
- ˜

da
zu

)
< m

> 2
(o

ng
ar

u 
2)

2(
- ˜

da
zu

)
2

2(
- ˜

da
zu

)
3b

2
倒
す（
木
；
相
手
を
）

2;
< m

> 2
(o

kk
E

su
 

3)
2;

< m
> 2

(o
kk

E
su

 
3)

2;
< m

> 2
(o

kk
es

u 
3)

2(
ok

kE
su

 3
)

2(
ok

ke
su

 3
)

2
2(

ok
ke

su
 3

)

3b
2
手
繰
る（
糸
；
記
憶
を
）

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

0,
2.

(-
ng

-)
 C

f. 
ta

ng
ur

ua
m

e(
手
繰

り
飴

) 2

0(
-g

-)
0(

-n
g-

)
0(

-n
g-

)
0(

-n
g-

)

3b
2
叩
く（
太
鼓
，手
，蝿
を
；
非
難
）

2(
ta

da
gu

)
< m

> 2
(h

ad
ag

u 
2)

< m
> 2

(h
ad

ag
u 

2)
2(

-d
ag

u)
2(

-d
ag

u)
2

2(
-d

ag
u)

3b
2
頼
む（
用
，子
供
を
；
あ
と
を
）

2
2

2
2

2
2

2
3b

2
掴
む（
手
で
；
コ
ツ
を
）

2(
-k

-)
2(

-k
-)

2(
-k

-)
2(

-k
-)

2(
-k

-)
2

2(
-k

-)
3b

2
作
る

 [ コ
サ
エ
ル

]
2[

ko
sje

ru
 0

]
2[

ko
sje

ru
 0

]
2[

ko
sje

ru
 0

]
2[

ko
sa

ru
 0

]
2[

ko
he

ru
 0

]
2[

0]
2[

ko
he

ru
 0

]
3b

2
包
む（
風
呂
敷
に
；

1 万
円
を
）

2(
-z

u-
)

2(
-z

u-
)

2(
-z

u-
)

2(
-z

u-
)

2(
-z

u-
)

2
2(

-z
u-

)
3b

2
紡（
つ
む
）ぐ

2(
-n

gu
)

0(
-n

gu
)(O

K
)

< m
> 2

(-
ng

u)
0(

-n
gu

)(O
K

)
2(

-n
gu

)
2(

-n
gu

)
2(

-n
gu

)
3b

2
通
す（
糸
；
道
；
話
を
）

1(
to

:-)
1(

to
:-)

1(
to

:-)
1(

to
:-)

1(
to

:-)
1

1
3b

2
通
る（
道
を
；
合
格
）

1(
to

:-)
1(

to
:-)

1(
to

:-)
1(

to
:-)

1(
to

:-)
1

1
3b

2
届
く（
手
；
荷
物
が
）

2(
- ˜

do
gu

)
2(

- ˜
do

gu
)

2(
- ˜

do
gu

)
2(

- ˜
do

gu
)

2(
- ˜

do
gu

)
2

2(
- ˜

do
gu

)
3b

2
尖
る

 [ ト
ン
ガ
ル

]
2(

-n
g-

)[3
. 態
度
に

も
. m

ug
ur

er
u 

0 と
も

]

2[
3]

< m
> 2

[3
]

2[
x.
不
満
で
口

を
と
が
ら
す
は

m
uc

uk
er

u 
3]

2[
< 普

> 3
]

2[
3]

2[
< 普

> 3
]

3b
2
直
す

 [ 治
]

2
2

2(
片
付
け
る
意
味

は
な
い

)
2

2
2

2

3b
2
直
る

 [ 治
]

2
2

2
2

2
2

2
3b

2
流
す（
水
を
；
水
に
）

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

3b
2
懐（
な
つ
）く
（
人
に
）

2(
-z

ug
u)

2(
-z

ug
u)

2(
-z

ug
u)

2(
-z

ug
u)

2(
-z

ug
u)

2
2(

na
˜z

ug
u)

3b
2
悩
む（
ど
う
す
る
か
；
持
病
に
）

2
2

2
2

2
2

2
3b

2
習
う

 [ 倣
]

2
2

2
2(

-r
u)

2(
-r

u)
2(

-r
u)

2(
-r

u)
3b

2
匂
う

 [ 臭
]

2
2

2(
ka

m
ar

u_
su

 0
+0

)
< m

> 2
(k

am
ar

u 
0, 

ka
m

ar
ik

ko
_s

u 
0+

0)

2(
ni

or
u.

 <
聞

> 
ka

m
ar

u)
2(

-u
.k

am
ar

ik
ko

_
su

 0
+0

)
x(

ka
m

ar
i_

su
 0

+0
)
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類

項
目

盛
岡

雫
石

雫
石（
内
省
）

八
戸

風
間
浦

弘
前

五
所
川
原

3b
2
憎
む（
人
を
）

2(
nu

gu
m

u)
2(

nu
gu

m
u)

2(
nu

gu
m

u)
2(

ni
gu

m
u)

2(
ni

gu
m

u)
2

2(
ni

gu
m

u)
3b

2
濁
る

 [ メ
グ
ル

]
2(

nu
ng

o-
)[x

. 
go

m
ira

ga
su

 4
 ( 濁

ら
す

)]

2(
nu

-)
[m

en
gu

ru
 

2]
2(

nu
-)

[m
en

gu
ru

 
2]

2(
ni

-)
[x

]
2(

ni
-)

[x
]

2[
x]

2(
ni

-)
[x

]

3b
2
睨
む

 [ 睨
め
る

]
2(

nu
-)

[<
o>

3. 
ne

m
er

u 
2 も

. 入
手

す
べ
く
狙
う
意
も

]

2(
nu

-)
[<

o>
3]

2(
nu

-)
[<

o>
3]

2(
ni

-)
[x

]
2(

ni
-)

[3
]

2[
3]

2(
ni

-)
[3

]

3b
2
拭（
ぬ
ぐ
）う
（
汗
；
尻
を
）

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

0(
-r

u も
か

)
2(

-n
gu

ru
)

2(
-n

gu
ru

)
2(

hu
gu

 0
)

3b
2
盗
む（
金
；
技
；
他
人
の
目
を
）

2
2

2
2

2
2

2
3b

2
残
す

 [ 遺
]

2(
-g

-)
2(

-g
-)

2(
-g

-)
2(

-g
-)

2(
-g

-)
2

2(
-g

-)
3b

2
残
る

 [ 遺
]

2(
-g

-)
2(

-g
-)

2(
-g

-)
2(

-g
-)

2(
-g

-)
2

2(
-g

-)
3b

2
延
ば
す

 [ 伸
]

2(
- ˜

b-
)

2(
- ˜

b-
)

2(
- ˜

b-
)

2(
- ˜

b-
)

2(
- ˜

b-
)

2
2(

- ˜
b-

)
3b

2
計
る

 [ 謀
]

2(
-g

-)
2(

-g
-)

[d
am

ak
ur

ag
as

u 
5]

2(
-g

-)
[d

am
ak

ur
ag

as
u 

5]
2(

-g
-)

[d
am

ak
ur

ag
as

u 
5]

2(
-g

-)
2[

< m
> 2

. 
da

m
ak

ur
ag

as
u 

5]
2(

-g
-)

 

3b
2
挟
む（
指
；
口
を
；
箸
で
） 

[ 鋏
]

2
2

2
2

2
2

2
3b

2
弾（
は
じ
）く
（
指
で
；
算
盤
を
）

2(
- ˜

zu
gu

)
2(

- ˜
zu

gu
)

2(
- ˜

zu
gu

)
2(

- ˜
zi

gu
)

2(
- ˜

zi
gu

)
2

2(
- ˜

zi
gu

)
3b

2
走
る

 [ 馳
（
は
）せ
る

]
< m

> 2
[h

as
jer

u 
2. 

ha
sje

ku
ra

ng
o 

4(
か

け
っ
こ

)]

< m
> 2

[h
as

jer
u 

2. 
ha

sje
ku

ra
ng

o 
4(
か

け
っ
こ

)]

< m
> 2

[h
as

jer
u 

2. 
ha

sje
ku

ra
ng

o 
4(
か

け
っ
こ

)]

< m
> 2

[h
ah

er
u 

2]
2[

ha
he

ru
 2

]
2(

ha
kk

er
u 

3)
2(

ha
kk

er
u 

3)

3b
2
果
た
す（
責
任
を
）

2(
-d

-)
2(

-d
-)

2(
-d

-)
2(

-d
-)

2(
-d

-)
2

2(
-d

-)
3b

2
払
う（
金
；
埃
を
）

2
2

2
2(

-r
u)

2(
-u

)
2(

-r
u)

2(
-r

u)
3b

2
僻（
ひ
が
）む

2(
-n

g-
)

0(
-n

g-
)(O

K
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

3b
2
光
る（
電
球
；
技
が
）

2(
-k

-)
2(

-k
-)

2(
-k

-)
2(

-k
-)

2(
-k

-)
2(

-k
-)

2(
-k

-)
3b

2
浸
す（
湯
に
）

0(
-t

-)
0(

-t
-)

0(
-t

-)
0(

-t
-. 

ur
ug

as
u 

3)
0(

-t
-)

0(
-t

-)
< m

> 0
(c

uk
er

u 
0)

3b
2
捻
る（
栓
，腰
；
頭
を
）

2
2

2
2

2
2

2
3b

2
響
く（
音
が
；
心
に
）

2(
- ˜

bi
gu

)
2(

- ˜
bi

gu
)

2(
- ˜

bi
gu

)
2(

- ˜
bi

gu
)

2(
- ˜

bi
gu

)
2

2(
- ˜

bi
gu

)
3b

2
開（
ひ
ら
）く
（
花
；
戸
；
店
が

/ を
）

2(
-g

u)
2(

-g
u)

2(
-g

u)
2(

-g
u)

2(
-g

u)
2

2(
-g

u)
3b

2
含
む（
口
に
；
中
に
）

2(
-g

-)
0(

-g
-)

(O
K

)
2(

-g
-)

2(
-g

-)
2(

-g
-)

2
2(

-g
-)

3b
2
防
ぐ（
寒
さ
，火
事
を
）

2(
-n

gu
)

2(
-n

gu
)

2(
-n

gu
)

2(
-n

gu
)

2(
-h

en
gu

)
2(

-n
gu

)
2(

-n
gu

)
3b

2
太
る

 [ 肥
]

2(
-t

-)
2(

-t
-)

2(
-t

-)
2(

ko
er

u 
2)

2(
-t

-)
2(

-t
-)

2(
-t

-)
3b

2
守
る（
身
；
約
束
を
）

2
2

2
2

2
2

2
3b

2
迷
う（
道
に
；
ど
う
す
る
か
）

2
2

2
2(

-r
u)

2(
-r

u)
2(

-r
u)

2(
-r

u)
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類

項
目

盛
岡

雫
石

雫
石（
内
省
）

八
戸

風
間
浦

弘
前

五
所
川
原

3b
2
戻
る（
家
に
，道
を
，財
布
が
）

2(
- ˜

d-
)

2(
- ˜

d-
)

2(
- ˜

d-
)

2(
- ˜

d-
)

2(
- ˜

d-
)

2
2(

- ˜
d-

)
3b

2
漏
ら
す（
小
便
；
秘
密
を
）

2(
小
便
は

 m
ur

as
u,

 
m

un
gu

su
 2
と
も

)
2

2
2

2
2(

ta
ra

su
 2

);2
2

3b
2
休
む（
学
校
を
；
休
憩
）

2
2

2
2

2
2

2
3b

2
雇
う（
人
を
）

2(
-d

-)
2(

-d
-)

2(
-d

-)
2(

-d
ou

)
2(

-d
or

u)
2(

-r
u か

?)
< m

> 2
(-

d-
), 

cu
ka

ru
 0

< 使
う

 
3b

2
破
る（
袋
；
約
束
；
記
録
を
）

2(
- ˜

b-
. 袋
は

ja ˜
bu

gu
 2

)
2(

- ˜
b-

)
2(

- ˜
b-

)
2(

- ˜
b-

)
2(

- ˜
b-

)
2

2(
- ˜

b-
)

3b
2
許
す（
相
手
；
気
を
）

2
2

2
2

2
2

2(
ka

N
ni

su
 1

< 堪
忍
す
る

)
3b

2
緩
む（
紐
；
寒
さ
が
）

2
2

2
2

2
2

2
3b

3
歩
く（
徒
歩
；
車
で
） 

[ ア
リ
ク

]
2(

-g
u.
車
で
の
移

動
も

)[ 周
辺
部
で

2(
-g

u)
]

2(
-g

u)
[ 周
辺
部
で

2(
-g

u)
]

2(
-g

u .
車
で
の
移

動
も

)[ 周
辺
部
で

2(
-g

u)
]

2(
ar

ug
u.

 
< x

> a
sa

gu
)

2(
ar

ug
u.

[2
]. 

< x
> a

sa
gu

. 同
郷
の

ご
主
人
は
使
う
由

)

< m
> 2

(a
sa

gu
 2

)
< m

> 2
(a

sa
gu

 2
)

3b
3
隠
す（
金
庫
に
；
姿
を
）

2(
-g

-)
2(

-g
-)

2(
-g

-)
2(

-g
-. 

ka
gu

ru
 0
も

か
)

2(
-g

-)
2(

-g
-)

2(
-g

-)

3b
3
入
る（
中
に
；
学
校
に
）

1(
hE

ru
)

1(
hE

ru
)

1(
he

ru
)

1(
he

ru
)

1(
he

ru
)

1(
ha

iru
)

1(
ha

ru
)

3b
3
参
る（
降
参
；
寺
に
）

1(
m

air
u,

m
Er

u)
. 

C
f. o

de
ra

m
Er

u, 
oh

ag
am

Er
u 

0(
お

寺
参
り

, お
墓
参
り

)

1;
1(

m
Er

u,
om

Er
u_

su
 0

+0
)

1;
< m

> 1
(o

m
ai

ri_
su

 0
+0

)
1(

m
ai

-)
1(

m
ai

-)
1

1;
< m

> 1
(ig

u 
0)

3b
z
焦（
あ
せ
）る
（
気
が
，勝
負
を
）

2(
-s

je-
)

2
2

2(
-h

e-
)

2(
-h

e-
)

2
2(

-h
e-

)
3b

z
焙（
あ
ぶ
）る
（
海
苔
；
手
を
）

2(
- ˜

b-
)

2(
- ˜

b-
)

2(
- ˜

b-
)

2(
- ˜

b-
)

2(
- ˜

b-
)

2
2(

- ˜
b-

)
3b

z
あ
や
す（
赤
ん
坊
を
）

< m
> 2

(k
ad

er
u 

2)
2

2(
< o

> k
ad

er
u 

2)
2

2
2

2
3b

z
生
か
す（
殺
さ
ず
；
経
験
を

[ 活
] ）

2(
-g

-)
2(

-g
-)

2(
-g

-)
2(

-g
-)

2(
-g

-)
2

2(
-g

-)
3b

z
弄（
い
）じ
る

 [ チ
ョ
ス

]
< m

> 2
(i ˜

zu
-)

[<
普

> 1
]

< m
> 2

(i ˜
zu

-)
[<
普

> 1
]

< m
> 2

(i ˜
zu

-)
[<
普

> 1
]

< m
> 2

(i ˜
zi

-)
[<
普

> 1
]

< m
> 2

(i ˜
zi

-)
[<
普

> 1
]

< m
> 2

[<
普

> 1
]

< m
> 2

(i ˜
zi

m
aw

as
u 

4)
 [<
普

> 1
]

3b
z
居
着
く（
居
続
け
る
，居
座
る
）

2(
iz

ug
u)

2(
iz

ug
u)

2(
iz

ug
u)

2(
iz

ug
u)

2(
i ˜z

ug
u)

(O
K

)
2

2(
iz

ug
u)

3b
z
威
張
る

2(
e ˜

ba
ru

)
2(

e ˜
ba

ru
)

2(
i ˜b

ar
u)

2(
i ˜b

ar
u)

2(
i ˜b

ar
u)

2
2(

i ˜b
ar

u)
3b

z
燻（
い
ぶ
）る
（
煙
） 

[ ユ
ブ
ル

]
2(

ju
˜b

ur
u)

2(
ju

˜b
ur

u)
2(

ju
˜b

ur
u)

2(
i ˜b

u-
,ju

˜b
u-

)
2(

i ˜b
u-

)
2(

i-)
2(

i ˜b
u-

)
3b

z
受
か
る（
試
験
に
）

2(
-g

-)
2(

-g
-)

2(
-g

-)
2(

-g
-)

2(
-g

-)
2

2(
-g

-)
3b

z
唸（
う
な
）る
（
声
；
浪
曲
；
感
嘆
）

2
2

2
2

2
2

2
3b

z
埋
ま
る（
穴
；
空
き
が
）

0
0

0
0

0
0

0
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類

項
目

盛
岡

雫
石

雫
石（
内
省
）

八
戸

風
間
浦

弘
前

五
所
川
原

3b
z
怒（
お
こ
）る
（
真
っ
赤
に
な
っ

て
；
叱
る
）

< m
> 2

(g
os

jag
u 

2, 
go

sjE
_j

ag
u 

2+
0)

< m
> 2

(e
sje

ru
 2

)
< m

> 2
(is

jer
u 

2.
鶏

が
卵
を
抱
い
て
い

る
と
き
に
も

)

2(
-g

-)
2(

-g
-)

2
2(

-g
-)

3b
z
負
ぶ
う（
赤
ん
坊
を
）

2(
o ˜

bo
u 

2)
2(

o ˜
bo

u 
2)

2(
o ˜

bo
u 

2)
2(

o ˜
bu

ru
 2

)
2(

o ˜
bu

ru
 2

)
2(

ob
or

u)
2(

o ˜
bu

ru
,o

˜b
or

u)
3b

z
蔭
る（
日
が
）

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

< m
> 2

(-
ng

-)
2

2(
-n

g-
)

3b
z
噛
る（
歯
で
；
少
し
勉
強
）

2(
- ˜

zu
ru

)
2(

- ˜
zu

ru
)

2(
- ˜

zu
ru

)
2(

- ˜
zi

ru
)

2(
- ˜

zi
ru

)
2

2(
- ˜

zi
ru

)
3b

z
霞
む（
天
気
；
目
が
；
目
立
た
ず
）

0
0

0
0

0
0

0
3b

z
庇（
か
ば
）う
（
子
供
，傷
を
）

2(
- ˜

b-
)

0(
- ˜

b-
)

2(
- ˜

b-
)

2(
- ˜

ba
u)

2(
- ˜

ba
ru

)
0(

-r
u)

(O
K

)
2(

- ˜
ba

ru
)

3b
z
着
込
む（
何
枚
も
）

2(
-k

-)
2(

-k
-)

2(
-k

-)
0(

-k
-)

(O
K

)
2(

-g
-)

(O
K

)
2

2(
-k

-)
3b

z
気
付
く（
忘
れ
物
に
）

2(
- ˜

zu
gu

)
2(

- ˜
zu

gu
)

2(
- ˜

zu
gu

)
2(

- ˜
zu

gu
)

2(
- ˜

zu
gu

)
2

2(
- ˜

zu
gu

)
3b

z
気
取
る（
格
好
）

0(
- ˜

d-
)

0(
- ˜

d-
)

0(
- ˜

d-
)

0(
- ˜

d-
)

2(
- ˜

d-
)(O

K
)( そ
う

い
う
人
の
悪
口
は

eh
ur

ik
og

i 5
)

0(
eh

ur
i_

ko
gu

 
1+

1)
0(

- ˜
d-

)

3b
z
黄
ば
む（
シ
ャ
ツ
が
）

0(
- ˜

b-
)

0(
- ˜

b-
)

0(
- ˜

b-
)

0(
- ˜

b-
)

0(
- ˜

b-
)

0
0(

- ˜
b-

)
3b

z
決
ま
る

 [ 極
]

0
0

0
0

0
0

0
3b

z
切
ら
す（
品
物
を
）

2
2

2
2

2
2

2
3b

z
区
切
る（
３
つ
に
～
）

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

3b
z
腐
る（
食
物

[腐
れ
る

]；
気
持
が
）

< m
> 2

(a
m

er
u 

0, 
[k

us
ar

er
u 

3]
);<

n>
2

< m
> 2

(a
m

er
u 

0, 
[k

us
ar

er
u 

3]
);<

n>
2

< m
> 2

(a
m

er
u 

0, 
[k

us
ar

er
u 

3]
);<

n>
2

< m
> 2

(a
m

er
u 

0)
;2

2(
am

er
u 

0)
;2

< m
> 2

(a
m

er
u 

0)
;2

2(
am

er
u 

0)

3b
z
愚
図（
ぐ
ず
）る
（
赤
ん
坊
が
）

2(
- ˜

zu
-)

2(
- ˜

zu
-, 

gu
˜z

uc
ug

u 
0)

2(
- ˜

zu
-)

2(
- ˜

zu
-)

2(
- ˜

zu
-)

2
2(

- ˜
zu

-)

3b
z
配
る（
新
聞
；
気
を
）

2(
- ˜

b-
)

2(
- ˜

b-
)

2(
- ˜

b-
)

2(
- ˜

b-
)

2(
- ˜

b-
)

2
2(

- ˜
b-

)
3b

z
悔
や
む（
後
で
；
死
を
）

2
2

2
2

2
2

2
3b

z
包（
く
る
）む
（
紙
に
）

2
2

2
2

2
2

2
3b

z
煙（
け
む
）る

 [ け
ぶ
る

]
0[

x.
但
し

,k
e ˜

pu
tE

 
0 

( 煙
た
い

)]
0[

x.
但
し

,k
e ˜

pu
tE

 
0 

( 煙
た
い

)]
0[

x.
但
し

,k
e ˜

pu
te

 
0 

( 煙
た
い

)]
< m

> 0
[<
普

> -
˜b

-]
< m

> 0
[<
普

> -
˜b

-]
0[

0]
0[

x]

3b
z
凍（
こ
お
）る

 [ 氷
]

< m
> 0

(su
m

iru
 2

)
< m

> 0
(su

m
iru

 2
)

< m
> 0

(su
m

iru
 2

)
< m

> 0
(si

m
iru

 2
)

0(
sim

iru
 2

)
< m

> 0
(si

m
iru

 2
)

< m
> 0

(si
m

iru
 2

)
3b

z
焦（
こ
）が
す（
魚
を
）

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

3b
z
擦（
こ
す
）る
（
目
，垢
；
車
を
）

2
2

2
2

2
2

2
3b

z
困
る（
金
に
；
そ
れ
で
は
～
）

2
2

2
2

2
2

2
3b

z
肥
や
す（
馬
；
懐
を
）

2(
肥
料
は

ko
jas

u 
3)

2
2 

( 肥
料
は

ko
jas

u 
3)

2
2

x;
2

2
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類

項
目

盛
岡

雫
石

雫
石（
内
省
）

八
戸

風
間
浦

弘
前

五
所
川
原

3b
z
転
ぶ（
す
て
ん
と
～
）

0(
- ˜

bu
. o

kk
E

ru
 3

)
0(

- ˜
bu

. o
kk

E
ru

 3
)

0(
- ˜

bu
. o

kk
er

u 
3)

0(
- ˜

bu
. o

kk
E

ru
 3

)
0(

- ˜
bu

. o
kk

er
u 

3)
0(

ok
ke

ru
 3

)
0(

- ˜
bu

. o
kk

er
u 

3)
3b

z
壊
す（
時
計
，屋
根
，体
，話
を
）

2(
bu

kk
as

u 
3)

2(
bu

kk
as

u 
3)

2(
bu

kk
as

u 
3)

x(
ka

su
 1

)
2

2
2

3b
z
叫
ぶ

 [ サ
カ
ブ

]
< m

> 0
[s

ag
a ˜

bu
 0

]
< m

> 0
[s

ag
a ˜

bu
 0

]
< m

> 0
[s

ag
a ˜

bu
 0

]
< m

> 0
[s

ag
a ˜

bu
 0

]
< m

> 0
[s

ag
a ˜

bu
 0

]
0[

0]
< m

> 0
[s

ag
a ˜

bu
 0

]
3b

z
刺
さ
る（
と
げ
が
；
心
に
）

2
2

2(
< o

> 頻
繁
に
長

居
の
意
味
に
も

)
2

2
2

2

3b
z
誘
う（
友
達
；
同
情
を
）

0
0

0
0(

-r
u)

0(
-r

u)
0(

-r
u)

0(
-r

u)
3b

z
裁
く（
行
司
；
裁
判
）

2(
- ˜

ba
gu

)
2(

- ˜
ba

gu
)

2(
- ˜

ba
gu

)
2(

- ˜
ba

gu
)

2(
- ˜

ba
gu

)
2

2(
- ˜

ba
gu

)
3b

z
サ
ボ
る

2(
- ˜

b-
)

2(
- ˜

b-
)

2(
- ˜

b-
)

2(
- ˜

b-
)

0(
- ˜

b-
)(O

K
)

2
2(

- ˜
b-

)
3b

z
覚
ま
す（
目
を
） 

[ 冷
]

2
2

2
2

2
2

2
3b

z
攫（
さ
ら
）う
（
子
供
；
溝
を

[ 浚
] ）

0
0

0
0(

-r
u)

0(
-r

u)
0(

-r
u)

0(
-r

u)
3b

z
叱
る（
子
供
を
）

0(
su

ka
ru

)
0(

e ˜
zu

m
er

u 
3)

0(
i ˜z

um
er

u 
3)

0(
sik

ar
u)

0(
sik

ar
u,

 o
go

ru
 2

)
0

0(
sit

ar
u 

0)
(O

K
)

3b
z
仕
込
む（
料
理
，酒
，食
料
，芸
を
）

2(
su

k-
)

2(
su

k-
)

2(
su

k-
)

2(
sik

-)
2(

sik
-)

2
2(

sik
-)

3b
z
萎（
し
ぼ
）む
（
花
；
風
船
；
勢
い
）

0(
su

˜b
-)

0(
su

˜b
-)

0(
su

˜b
-)

0(
si ˜

b-
)

0(
si ˜

b-
)

0
0(

si ˜
b-

)
3b

z
仕
舞
う（
本
，店
を
） 

[ 終
，了

]
2(

su
-)

2
2(

su
-)

2(
sim

ar
u)

2(
sim

ar
u)

2(
sim

ar
u)

2(
sim

ar
u)

3b
z
締
ま
る（
戸

[ 閉
] ；
体
，気
持
が
）

2(
su

-)
2

2(
su

-)
2(

sim
ar

u)
2(

sim
ar

u)
2(

sim
ar

u)
2(

sim
ar

u)
3b

z
示
す（
態
度
で
）

2(
su

-)
2

< m
> 2

(su
-)

2(
si-

)
2(

si-
)

2
< m

> 2
(sa

su
 1

)
3b

z
湿（
し
め
）す
（
水
で
）

0(
su

-)
0

0(
su

-)
0(

si-
)

0(
si-

, u
ru

ga
su

 3
)

0
x(
粉
を

sim
er

ag
as

u 
0)

3b
z
し
ゃ
が
む（
姿
勢
）

0(
-n

g-
)

0(
-n

g-
.k

on
ga

m
u 

0, 
ko

kk
om

ar
u 

0)
0(

-n
g-

. 
ko

kk
om

ar
u 

0)
0(

-n
g-

. k
ok

om
ar

u 
0)

0(
-n

g-
)

0(
-n

g-
)

0(
-n

g-
. 頭
が
下
が

る
と

ko
m

ar
u 

0)
3b

z
し
ゃ
べ
る

2(
- ˜

b-
. よ
り
多
弁

は
sja

˜b
ek

ur
u 

3)
2(

- ˜
b-

)
2(

- ˜
b-

)
2(

- ˜
b-

. h
er

u 
1)

2(
- ˜

b-
)

2
2(

- ˜
b-

)

3b
z
熟
す（
柿

[ジ
ュ
ク
レ
ル

]；
機
が
）

2(
-g

-, 
[<
普

> 
zju

gu
re

ru
 3

]);
x

2(
-g

-. 
ur

er
u 

2)
;-

2(
-g

-. 実
は

ur
er

u 
2[

x]
). 機
は
標
準
語

的
．

2(
-g

-.[
x]

);x
2(

-g
-.[

x]
);x

2[
zju

gu
re

ru
 3

];x
2(

-g
-,[

zju
gu

er
u 

3]
);x

3b
z
焦（
じ
）ら
す（
相
手
を
）

2(
zu

-)
2(

zu
-)

2(
zu

-)
2(

zi
-)

2(
zi

-)
2

2(
zu

-)
3b

z
ず
ら
す（
椅
子
，予
定
を
）

2(
zu

-)
2(

zu
-)

2(
zu

-)
2(

zi
-)

2(
zu

-)
2

2(
zu

-)
3b

z
座
る

 [ ネ
マ
ル

]
0[

2]
0[

2]
0[

2]
0[

2]
0[

2]
0[

2]
0[

2]
3b

z
急（
せ
）か
す（
仕
事
を
）

2(
sje

g-
)

2(
-g

-)
2(

-g
-)

2(
he

ga
su

)
2(

he
ga

su
)

2
2(

he
ga

su
)

3b
z
せ
が
む（
小
遣
い
を
）

2(
sje

ng
-)

0(
-n

g-
)(O

K
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

2(
he

ng
am

u)
2(

-n
g-

)
2(

he
ng

am
u)

3b
z
染
ま
る（
赤
く
；
悪
に
）

0
0

0
0

0
0

0
3b

z
逸
ら
す（
球
；
気
を
） 

[ 反
]

2
2

2
2

2
2

2
3b

z
揃
う（
色
；
み
ん
な
が
）

2
2

2
2(

-r
u)

2(
-u

)
2(

-u
)

2(
-r

u)
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類

項
目

盛
岡

雫
石

雫
石（
内
省
）

八
戸

風
間
浦

弘
前

五
所
川
原

3b
z
ダ
ブ
る

2(
- ˜

b-
)

2(
- ˜

b-
)

2(
- ˜

b-
)

2(
- ˜

b-
)

2(
- ˜

b-
)

2
2(

- ˜
b-

)
3b

z
駄
弁（
だ
べ
）る

2(
- ˜

b-
)

2(
- ˜

b-
)

2(
- ˜

b-
)

< m
> 2

(-
˜b

-)
< m

> 2
(-

˜b
-)

, 
sja

˜b
ek

ur
u 

3
2

< m
> 2

(-
˜b

-)

3b
z
騙
す（
子
供
を
；
悪
だ
く
み
で
）

2
2

2
2

2
2

2
3b

z
溜
ま
る（
水
；
不
満
；
金

[ 貯
] ）

0
0

0
0

0
0

0
3b

z
黙
る（
急
に
～
；
何
も
せ
ず
）

2
2

2
2

2
2

2
3b

z
頼
る（
人
に
；
勘
に
）

2
2

2
2

2
2

2
3b

z
垂
ら
す（
紐
；
お
し
っ
こ
を
）

2
2

2
2

2
2

< m
> 2

(ta
er

ag
as

u 
4<
垂
れ
ら
か
す

)
3b

z
縮
む（
衣
服
，身
，命
が
）

0(
cu

˜z
um

u)
0(

cu
˜z

um
u)

0(
cu

˜z
um

u)
0(

ci ˜
zi

m
u)

0(
ci ˜

zi
m

u)
0

0(
ci ˜

zi
m

u)
3b

z
綴
る（
書
類
；
文
章
を
）

0(
- ˜

zu
ru

)
0(

- ˜
zu

ru
)

0(
- ˜

zu
ru

)
0(

- ˜
zu

ru
)

0(
- ˜

zu
ru

)
2(

O
K

)
0(

- ˜
zu

ru
)

3b
z
突
つ
く

 [ 突
っ
つ
く

]
2(

-z
u-

)[<
普

> 
cu

cc
ug

u 
3]

2(
-z

u-
)[c

uc
cu

gu
 

3]
2(

-z
u-

)[<
普

> 
cu

cc
ug

u 
3]

< m
> 2

(-
zu

-)
[c

uc
cu

gu
 3

]
x[

cu
cc

ug
u 

3]
x[

3]
x[

cu
cc

ug
u 

3]

3b
z
潰
す（
箱
；
虱
；
顔
を
）

0(
- ˜

b-
)

0(
- ˜

b-
)

0(
- ˜

b-
)

0(
- ˜

b-
)

0(
- ˜

b-
)

0
0(

- ˜
b-

)
3b

z
詰
ま
る（
穴
；
息
が
）

2
2

2
2

2
2

2
3b

z
吊
す（
紐
で
；
ハ
ン
ガ
ー
に
）

0
0

0
0

0
0

0
3b

z
出
会
う

 [ 行
き
会
う

]
2[

3]
2[

3]
2[

< o
> 3

]
2(

de
ar

u)
2(

de
ar

u.
約
束
し
て

い
て
も
言
え
る

)
[ig

ia
ru

 3
]

2(
-u

)[3
(-

ru
)]

< m
> 2

[ig
ia

ru
 3

]

3b
z
照
ら
す（
明
か
り
を
）

2
2

2
0(

O
K

)
2

2
< m

> 2
(a

ga
ru

gu
_s

u 
0+

0)
3b

z
溶
か
す

 [ 梳
]

2(
-g

-)
[k

e ˜
zu

ru
 0

]
2(

-g
-)

[k
e ˜

zu
ru

 0
]

2(
-g

-)
[k

e ˜
zu

ru
 0

]
2(

-g
-)

2(
-g

-)
2

2(
-g

-)
3b

z
嫁（
と
つ
）ぐ

< m
> 2

(-
zu

ng
u.

  
jo

m
ek

ko
nu

_e
gu

 
0+

0)

< m
> 2

(-
zu

ng
u.

jo
m

ek
ko

sa
_e

gu
 

0+
0)

< m
> 2

(-
zu

ng
u.

jo
m

ek
ko

sa
_i

gu
, 

jo
m

en
u_

ig
u 

0+
0)

2(
-c

un
gu

)
2(

-c
un

gu
)

2(
-n

gu
)

< m
> 2

(-
zu

ng
u.

 
jo

m
ek

ko
sa

_i
gu

 
0+

0)
3b

z
怒
鳴（
ど
な
）る

2
2

2
2

2
2

2
3b

z
止
ま
る（
時
計
；
汽
車
が
）[
泊

]
0

0
0

0
0

0
0

3b
z
吃（
ど
も
）る

2
2

2(
人
は

go
kk

o 
1)

2
2(

go
kk

oz
um

ar
u 

5)
2

2

3b
z
殴
る

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

< m
> 2

(-
ng

-)
, 

ta
da

gu
 2

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

3b
z
馴
染（
な
じ
）む
（
生
活
，体
に
）

2(
- ˜

zu
m

u)
2(

- ˜
zu

m
u)

2(
- ˜

zu
m

u)
2(

- ˜
zi

m
u)

2(
- ˜

zi
m

u)
2

0(
- ˜

zi
m

u)
(O

K
)

3b
z
訛
る（
発
音
） 

[ （
腕
が
）鈍

]
2[

2]
2[

2]
2[

2]
2[

2]
2[

2]
2

2[
2]
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類

項
目

盛
岡

雫
石

雫
石（
内
省
）

八
戸

風
間
浦

弘
前

五
所
川
原

3b
z
慣
ら
す（
体
；
馬
を
） 

[ 馴
]

2
2

2
2

2
2

2
3b

z
似
合
う（
着
物
が
）

2(
nu

-)
2(

nu
-)

2(
nu

-)
2(

ni
ar

u)
2(

ni
ar

u)
2(

-r
u か

?)
2(

ni
ar

u,
ni

ra
ru

)
3b

z
逃（
に
）が
す（
獲
物
，犯
人
を
）

2(
nu

ng
-)

2(
nu

ng
-)

2(
nu

ng
-)

2(
ni

ng
-)

2(
ni

ng
-)

2(
ni

ng
-)

2(
ni

ng
-)

3b
z
煮
立
つ（
湯
が
）

2(
nu

da
zu

)
2(

nu
da

zu
)

2(
nu

da
zu

)
2(

ni
da

zu
)

2(
ne

da
zu

 煮
え
立

つ
)

2
2(

ni
da

zu
)

3b
z
鈍（
に
ぶ
）る
（
刀
，腕
，勘
が
）

2(
nu

˜b
ur

u)
2(

nu
˜b

ur
u)

2(
nu

˜b
ur

u)
0(

ni
˜b

ur
u)

2(
ni

˜b
ur

u)
2

2(
ni

˜b
ur

u)
3b

z
温（
ぬ
る
）む
（
水
が
）

2
2

2(
お
茶
は

nu
ru

gu
/

nu
re

gu
_n

ar
u 

2+
1 

温
く
な
る

)

2
2

2
2

3b
z
値
切
る

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

3b
z
根
付
く（
草
木
；
制
度
が
）

2(
ne

˜z
ug

u)
2(

ne
zu

gu
)(O

K
)

2(
ne

˜z
ug

u)
2(

ne
˜z

ug
u)

2(
ne

˜z
ug

u)
2(

ne
zu

gu
)

2(
ne

˜z
ug

u)
3b

z
寝
付
く（
赤
ん
坊
が
；
風
邪
で
）

2(
ne

zu
gu

)
2(

ne
zu

gu
)

2(
ne

zu
gu

)
2(

ne
zu

gu
)

2(
ne

˜z
ug

u)
(O

K
)

2(
ne

zu
gu

)
2(

ne
˜z

ug
u)

(O
K

)
3b

z
粘
る（
糊
，納
豆
が
；
根
性
）

2(
- ˜

b-
. 物
は

 
ne

pp
ar

u 
3 も

)
2(

- ˜
b-

)
2(

- ˜
b-

. 物
は

ne
pp

ar
u 

3も
)

ne
pp

ar
u 

3;
 2

(-
˜b

-)
2(

- ˜
b-

)
2

2(
- ˜

b-
)

3b
z
剥
が
す（
生
爪
，シ
ー
ル
を
）

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

3b
z
弾（
は
ず
）む
（
鞠
；
話
が
；
金
を
）

0(
- ˜

z-
)

0(
- ˜

z-
)

0(
- ˜

z-
)

0(
- ˜

z-
)

0(
- ˜

z-
)

0
0(

- ˜
z-

)
3b

z
叩（
は
た
）く
（
布
団
を
；
相
撲
）

2(
-d

ag
u.
蠅
も

)
2(

-d
ag

u)
2(

-d
ag

u)
2(

-d
ag

u)
2(

-d
ag

u)
2

2(
-d

ag
u)

3b
z
放
す（
手
を
） 

[ 話
]

2[
sja

˜b
er

u 
2]

2[
sja

˜b
er

u 
2]

2[
sja

˜b
er

u 
2]

2[
一
緒
に

ka
da

ru
 

0]
2[

2]
2[

sja
be

ru
 2

]
2[

sja
˜b

er
u 

2]

3b
z
省（
は
ぶ
）く
（
手
間
，説
明
を
）

2(
- ˜

bu
gu

)
(h

a ˜
zu

gu
 2

)
2(

- ˜
bu

gu
)

(h
a ˜

zu
gu

 2
)

2(
- ˜

bu
gu

)
(h

a ˜
zu

gu
 2

)
2(

- ˜
bu

gu
)

2(
- ˜

bu
gu

)
2

2(
-˜

bu
gu

)(米
や

 
豆
の
選
別
で
は

ha
˜z

ug
u 

2)
3b

z
嵌
ま
る（
ぴ
っ
た
り
～
；
罠
に
）

0
0

0
0

0
0

0
3b

z
生（
は
）や
す（
髭
を
）

2(
on

ga
su

 2
)

2(
oj

as
u,

on
ga

su
 2

)
2(

oj
as

u,
on

ga
su

 2
)

2(
on

ga
su

 2
)

2(
on

ga
ra

ga
su

 4
)

2(
ta

de
ru

 2
)

2(
on

ga
ra

ga
su

 4
)

3b
z
流
行（
は
や
）る
（
流
行
；
風
邪
）

2
2

2
2

2
2

2
3b

z
晴
ら
す（
恨
み
，憂
さ
を
）　

2
2

2
2

2
2

2
3b

z
ば
ら
す（
ば
ら
ば
ら
に
；
秘
密
）

2
2

2
2

2
2

2
3b

z
冷
や
す（
ビ
ー
ル
；
肝
を
）

2
2

2
2

2
2

2
3b

z
蒸
か
す（
芋
；
バ
イ
ク
を
）

2(
-k

-)
2(

-k
-)

2(
-k

-)
2(

-k
-)

2(
-k

-)
2(

-k
-)

2(
-k

-)
3b

z
吹
雪（
ふ
ぶ
）く
（
雪
が
）

2(
- ˜

bu
gu

)
2(

- ˜
bu

gu
)

2(
- ˜

bu
gu

)
2(

- ˜
bu

gu
)

2(
- ˜

bu
gu

)
2

2(
- ˜

bu
gu

)
3b

z
ぼ
か
す（
色
，答
え
を
）

2(
-g

-. 
bo

jag
as

u 
3)

2(
-g

-)
2(

-g
-. 

bo
jak

as
u 

3)
2(

-g
-)

2(
-g

-)
0(

O
K

)
2(

-g
-)

3b
z
ほ
ぐ
す（
魚
；
毛
糸
を
）

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)
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類

項
目

盛
岡

雫
石

雫
石（
内
省
）

八
戸

風
間
浦

弘
前

五
所
川
原

3b
z
ほ
じ
る（
鼻
糞
を
）

2(
- ˜

zu
-)

2(
- ˜

zu
-)

2(
- ˜z

u-
), h

o˜
cu

ku
ru

, 
ho

˜z
ug

ur
u 

3
2(

- ˜
zi

-)
2(

- ˜
zi

-)
2

2(
- ˜

zi
-)

,h
o ˜

cik
ur

u 
3

3b
z
火
照（
ほ
て
）る
（
体
が
）

2(
-d

-)
2(

-d
-)

2(
-d

-)
2(

-d
-)

2(
-d

-)
2

2(
-d

-)
3b

z
解（
ほ
ど
）く
（
荷
物
，縄
，帯
を
）

2(
- ˜

do
gu

)
2(

- ˜
do

gu
)

2(
- ˜

do
gu

)
2(

- ˜
do

gu
)

2(
- ˜

do
gu

)
2

2(
- ˜

do
gu

)
3b

z
ぼ
や
く（
不
満
）

2(
-g

u)
2(

-g
u)

2(
-g

u)
2(

-g
u)

2(
-g

u)
2

2(
-g

u)
3b

z
負
か
る（
値
段
が
）

0(
-g

-)
0(

-g
-)

< m
> 0

(-
g-

)
0(

-g
-)

0(
-g

-.<
普

> m
ag

er
u 

0)
0

0(
-g

-)

3b
z
捲（
ま
く
）る
（
腕
を
）

0(
-g

-)
0(

-g
-)

0(
-g

-)
0(

-g
-)

0(
-g

-)
0

0(
-g

-)
3b

z
混
ざ
る（
別
の
も
の
が
）

2(
- ˜

zja
-)

2(
- ˜

za
-)

2(
- ˜

za
-)

2(
- ˜

zja
-)

2(
- ˜

za
-)

2
2(

- ˜
zja

-)
3b

z
跨（
ま
た
）ぐ
（
人
；
国
を
）

2(
-d

an
gu

)
2(

-d
an

gu
)

2(
-d

an
gu

)
2(

-d
an

gu
)

2(
-d

an
gu

)
2(

-n
gu

)
2(

-d
an

gu
)

3b
z
間
引
く（
野
菜
，子
供
を
）

2(
- ˜

bi
gu

)
2(

- ˜
bi

gu
)

2(
- ˜

bi
gu

)
2(

- ˜
bi

gu
)

2(
- ˜

bi
gu

)
2

2(
- ˜

bi
gu

)
3b

z
塗（
ま
ぶ
）す
（
粉
を
）

2(
- ˜

b-
)

2(
- ˜

b-
)

2(
- ˜

b-
)

2(
- ˜

b-
)

2(
- ˜

b-
)

2
2(

- ˜
b-

)
3b

z
回
す（
独
楽
，腕
を
）

0
0

0
0

0
0

0
3b

z
回
る（
目
，頭
が
；
一
周
）

0
0

0
0

0
0

0
3b

z
見
込
む（
将
来
を
，予
想
）

2(
-g

-)
2(

-g
-)

2(
-g

-)
2(

-k
-)

2(
-g

-)
2

0(
-g

-)
(O

K
)

3b
z
乱
す（
列
，髪
，風
紀
を
）

2(
- ˜

d-
)

2(
- ˜

d-
)

2(
- ˜

d-
)

2(
- ˜

d-
)

2(
- ˜

d-
)

2
2(

- ˜
d-

)
3b

z
見
抜
く（
本
心
を
）

2(
-g

u)
2(

-g
u)

2(
-g

u)
2(

-g
u)

2(
-g

u)
2

2(
-g

u)
3b

z
蒸
ら
す（
御
飯
を
）

2
2

2
2

2
2

2
3b

z
滅
入（
め
い
）る
（
気
が
）

2
2

2
2

2
2

< m
> 1

(O
K

)
3b

z
粧（
め
）か
す（
格
好
）

2(
-g

-)
2(

-g
-)

2(
-g

-)
2(

-g
-. 

m
oj

or
u 

2)
2(

-g
-)

2
2(

-g
-)

3b
z
捲（
め
く
）る
（
ペ
ー
ジ
，布
団
を
）

0(
-g

-)
0(

-g
-)

0(
-g

-)
0(

-g
-)

0(
-g

-)
0

0(
-g

-)
3b

z
目
指
す（
頂
上
を
）

2(
- ˜

z-
)

2(
- ˜

z-
)

2(
- ˜

z-
)

2(
- ˜

z-
)

2(
- ˜

z-
)

2
2(

- ˜
z-

)
3b

z
目
立
つ

2(
- ˜

da
zu

)
2(

- ˜
da

zu
)

2(
- ˜

da
zu

)
2(

- ˜
da

cu
)

2(
- ˜

da
zu

)
2

2(
- ˜

da
zu

)
3b

z
潜（
も
ぐ
）る
（
水
；
地
下
に
）

2(
m

un
gu

ru
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
. k

un
gu

ru
 2

も
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

2(
-n

g-
)

3b
z
戻
す（
元
に
；
食
べ
た
も
の
を
）

2(
- ˜

d-
)

2(
- ˜

d-
)

2(
- ˜

d-
)

2(
- ˜

d-
)

2(
- ˜

d-
)

2
2(

- ˜
d-

)
3b

z
燃
や
す（
木
；
闘
志
を
）

0
0

0
0

0
0

0
3b

z
訳
す

2(
-g

-)
2(

-g
-)

2(
-g

-)
2(

-g
-)

2(
-g

-)
2

2(
-g

-)
3b

z
濯（
ゆ
す
）ぐ

 [ す
す
ぐ

]
0(

-n
gu

)[<
m

> 0
]

0(
-n

gu
)[<

m
> 0

]
0(

-n
gu

)[<
m

> 0
]

0(
-n

gu
)[<

m
> 0

]
0(

-n
gu

)[<
m

> 0
]

0(
-n

gu
)[<

m
> 0

]
0(

-n
gu

)[<
m

> 0
]

3b
z
茹
だ
る（
湯
；
暑
さ
） 

[ う
だ
る

]
2(

u ˜
d-

)
2(

u ˜
d-

)
2(

ju
˜d

-)
2(

ju
˜d

-,u
˜d

-)
2(

ju
˜d

-)
[x

]
2(

ju
-)

2(
ju

˜d
-)

[x
]

3b
z
寄
越（
よ
こ
）す
（
金
，手
紙
を
）

0(
-g

-)
0(

-g
-)

0(
-g

-)
0(

-g
-)

0(
-g

-)
0(

-g
-)

0(
-g

-)
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類

項
目

盛
岡

雫
石

雫
石（
内
省
）

八
戸

風
間
浦

弘
前

五
所
川
原

3b
z
汚（
よ
ご
）す
（
服
；
手
を
）

< m
> 0

(-
ng

-. 
ki

ta
nE

gu
_s

u 
3+

0, 
go

m
ira

ga
su

 4
)

0(
-n

g-
)

0(
-n

g-
)

0(
-n

g-
)

0(
-n

g-
)

0(
-n

g-
)

0(
-n

g-
)

3b
z
弱
る（
体
，気
力
；
火
力
が
）

2
2

2
2

2
2

2
3b

z
分
か
る（
答
；
話
が
） 

[ 解
，判

]
2(

-g
-)

2(
-g

-)
2(

-g
-)

2(
-g

-)
2(

-g
-)

2
2(

-g
-)

3b
z
喚（
わ
め
）く
（
大
声
で
）

2(
-g

u)
2(

-g
u)

2(
-g

u)
2(

-g
u)

2(
-g

u)
2

2(
-g

u)


